
　
二
〇
〇
五
年
度
の
卒
業
式（
学

位
記
・
卒
業
証
書
授
与
式
）
は

三
月
十
九
日
、
名
古
屋
市
民
会

館
大
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
、
十
学

部
十
六
学
科
の
学
部
生
二
、
九

七
一
人
と
、
十
研
究
科
十
五
専

攻
の
大
学
院
生
一
〇
二
人
（
博

士
課
程
七
人
、
修
士
課
程
九
五

人
）
が
、
実
社
会
に
向
け
て
新

た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
た
。�

　
〇
二
年
、
〇
四
年
に
そ
れ
ぞ

れ
開
設
さ
れ
た
国
際
英
語
学
部

と
情
報
科
学
研
究
科
メ
デ
ィ
ア

科
学
専
攻
か
ら
、
初
の
卒
業
生

一
五
八
人
と
修
了
生
八
人
が
誕

生
し
た
。�

　
小
川
英
次
学
長
は
、

研
究
科
の
修
了
生
に
学

位
記
を
、
学
部
の
卒
業

生
に
卒
業
証
書
・
学
位

記
を
授
与
し
、
成
績
優
秀
者
に

優
等
賞
な
ど
を
贈
っ
た
。�

　
梅
村
清
弘
総
長
・
理
事
長
は
、

体
育
会
や
文
化
会
で
活
躍
し
た

ク
ラ
ブ
員
に
賞
を
贈
り
、
〇
五

年
秋
の
褒
章
で
緑
綬
褒
章
に
輝

い
た
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
部
に

理
事
長
杯
を
授
与
し
た
。�

　
小
川
学
長
と
梅
村
総
長
は
式

辞
、
祝
辞
で
、
卒
業
後
も
本
学

で
培
っ
た
学
力
、
体
力
、
気
力

の
充
実
に
努
め
、
積
極
的
に
困

難
に
立
ち
向
か
っ
て
い
っ
て
ほ

し
い
、
と
励
ま
し
た
。�

　
最
後
に
全
員
で
学
歌
を
斉
唱
。

名
古
屋
二
期
会
会
員
に
よ
る
歓

送
の
歌
で
式
を
終
え
た
。�

２
・
３
面
に
式
辞
・
祝
辞
の�

大
要
、
各
賞
受
賞
者
を
掲
載�

　
十
月
の
Ａ
Ｏ
入
試
に
始
ま
っ

た
本
学
の
〇
六
年
度
入
学
試
験

は
、
三
月
十
八
日
に
合
格
発
表

を
行
っ
た
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー

試
験
利
用
入
試
（
後
期
日
程
）

で
全
日
程
を
終
了
し
た
。
総
志

願
者
は
二
四
、
七
六
四
人
、
前

年
比
三
・
六
％
の
減
少
と
な
っ

た
が
、
中
部
地
方
の
私
立
大
学

で
唯
一
、
二
万
四
千
人
を
超
え

た
。
学
科
別
の
志
願
者
は
別
表

の
と
お
り
。�

　
試
験
区
分
別
の
志
願
者
は
、

Ａ
Ｏ
入
試
三
十
人
（
前
年
比
一

人
減
）
、
推
薦
入
試
三
、
五
六

四
人
（
同
九
三
人
増
）
、
一
般

入
試
一
三
、
五
四
四
人
（
同
一
、

一
〇
三
人
減
）
、
セ
ン
タ
ー
試

験
利
用
入
試
七
、三
六
一
人（
同

八
四
人
増
）
、
学
園
内
推
薦
一

八
二
人
（
同
十
八
人
増
）
、
特

別
入
試
八
三
人
（
同
九
人
減
）
。�

　
新
設
の
情
報
理
工

学
部（
情
報
科
学
部

を
基
礎
に
改
組
）
は

二
、
二
四
一
人
、
前

年
の
情
報
科
学
部
に

比
べ
五
二
七
人
（
三

〇
・
七
％
）
増
加
し
た
。
定
員

に
対
す
る
倍
率
は
七
・
七
倍
だ

っ
た
。�

（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）�

学　部� 学　科�2006年度�2005年度�2004年度�

文�

国際英語�

日  本  文�
言語表現�
国際英語�
英米文化�

608
750

1,318
644

689
789

1,083
789

心　理�
社　会�
法�

総合政策�

心　　理�
社　　会�
法　　律�
総合政策�

2,307
2,619
2,186
1,489

2,043
2,354
2,580
―�

経　済�
経　営�
商�

情報理工�

経　　済�
経　　営�
商�

情報システム工�
情報知能�
情報メディア工�

2,256
3,398
―�

1,238
282
721

2,227
3,452
1,710
1,042

406
442

生命システム工�

体　育�

身体システム工�
体  育  科�
健  康  科�

合　　計�

391
3,258
1,299

24,764

699
726

1,296
753

2,197
1,916
2,132
2,700
3,461
2,643
―�

918
348
448
553

3,714
1,178

25,682

614
3,628
1,449

25,297
※総合政策学部は2005年4月開設。�
※商学部は2004年度で募集停止。�
※情報理工学部は2006年4月開設。情報科学部を基礎に改組。�

卒業生の父母も出席して厳粛に行われた2005年度卒業式�
      　　　　　　　　　　　（名古屋市民会館大ホール）�

剣道部�

男女とも輝く伝統�

卒業式�
学　部�2,971人�
大学院� 102人�

総
数
二
四
、七
六
四
人�

新
設�

中
部
地
方
の�

私
大
で
最
多�

国
際
英
語
学
部
　
情
報
科
学�

研
究
科
メ
デ
ィ
ア
科
学
専
攻�

緑
綬
褒
章
の
レ
ク�

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
部�

理
事
長
杯�

'06年度入学志願者数�'06年度入学志願者数�
最近３年間の推移�

年　度�
2005

●
卒
業
式
／
入
学
志
願
者�

●
●
卒
業
式
関
連
（
学
長
式
辞
・
総
長
祝

　
辞
・
学
長
賞
な
ど
・
博
士
学
位
授
与
）�

●
私
の
教
育
（
小
島
康
生
助
教
授
）
／
遠

　
藤
守
講
師
ら
が
サ
イ
ト
制
作
サ
ー
ビ
ス�

●
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
を
主
催
／
海
外
イ
ン
タ
ー

　
ン
シ
ッ
プ
／
ロ
ボ
ッ
ト
グ
ラ
ン
プ
リ�

●
国
家
資
格
試
験
好
調
／
学
内
セ
ミ
ナ
ー�

●
文
化
会
・
体
育
会
執
行
部
／
功
労
者�

●
●
文
化
会
ク
ラ
ブ
発
表
会�

●
リ
ー
ダ
ー
ズ
キ
ャ
ン
プ
／
障
害
者
支
援�

●
中
日
新
聞
学
生
記
者
／
メ
デ
ィ
ア
学
科

　
卒
業
展
／
外
国
語
学
習
で
実
用
新
案�

●
三
重
・
静
岡
県
に
学
校
部
会
／
学
費
表�

●
退
職
教
員
が
学
生
に
贈
る
言
葉�

●
公
開
講
座
（
佐
山
展
生
さ
ん
）
／
理
事

　
長
補
佐
に
梅
村
光
久
評
議
員
／
Ｃ
・
ス

　
ク
エ
ア
〇
六
年
度
予
定�

●
三
重
中
京
大
学
ニ
ュ
ー
ス�

●
剣
道
部
創
部
五
十
周
年
／
ト
リ
ノ
五
輪

　
／
浅
田
真
央
選
手
が
附
属
中
京
高
校
へ�

12
3

45

67101112 8
9

13141516
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皆
さ
ん
の
こ
れ
か
ら
の
人
生

は
山
あ
り
、
谷
あ
り
、
波
瀾
に

満
ち
満
ち
て
い
ま
す
。
こ
こ
で

心
構
え
と
し
て
基
本
的
に
大
事

な
こ
と
は
、
自
分
の
未
来
は
明

る
い
も
の
と
信
じ
続
け
る
こ
と

で
す
。
「
限
り
な
き
楽
観
」と

い
い
ま
す
か
、
生
き
て
い
る
こ

と
へ
の
感
謝
の
心
を
持
ち
続
け

る
の
で
す
。
私
も
そ
う
し
て
き

ま
し
た
。
良
い
時
は
気
を
引
き

締
め
、
困
難
な
時
は
へ
こ
た
れ

る
こ
と
な
く
前
向
き
に
深
呼
吸

し
て
心
を
落
ち
着
け
、
対
策
を

考
え
る
の
が
よ
い
で
し
ょ
う
。�

　
自
然
環
境
、
政
治
、
経
済
・

財
政
、
社
会
、
そ
し
て
国
際
の

諸
面
で
は
い
ま
や
何
が
起
き
て

も
不
思
議
で
な
い
不
安
定
な
様

相
が
み
ら
れ
ま
す
。
い
ま
こ
そ

一
人
一
人
が
自
覚
と
行
動
に
お

い
て
基
本
を
し
っ
か
り
と
踏
ま

え
る
こ
と
が
必
要
で
す
。�

　
モ
ー
ゼ
が
神
か
ら
与
え
ら
れ

た
十
戒
に
は
、
家
族
や
友
人
、

隣
人
の
大
切
さ
が
強
調
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
人
間
の
基
本
と

し
て
間
違
っ
た
男
女
の
関
係
、

盗
み
、
殺
人
を
戒
め
て
い
ま
す
。

Ｉ
Ｔ
時
代
の
詐
偽
行
為
、
残
酷

な
殺
人
事
件
の
無
い
、
皆
が
正

直
で
夜
も
安
心
な
町
と
す
る
に

は
、
一
人
一
人
に
な
す
べ
き
人

間
の
基
本
が
知
識
の
基
底
に
備

わ
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
道
義
の
基
本
の
な
い
高
度

Ｉ
Ｔ
社
会
は
、
市
民
の
幸
せ
か

ら
は
程
遠
い
も
の
で
し
ょ
う
。�

　
皆
さ
ん
は
中
京
大
学

の
建
学
の
精
神
「
学
術

と
ス
ポ
ー
ツ
の
真
剣
味

の
殿
堂
た
れ
」
の
意
味

を
深
く
理
解
し
実
践
し

て
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん

は
四
年
間
、
勉
学
に
ス

ポ
ー
ツ
に
建
学
の
精
神
の
四
大

綱
、
①
ル
ー
ル
を
守
る
②
ベ
ス

ト
を
尽
く
す
③
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

を
つ
く
る
④
相
手
に
敬
意
を
持

つ
―
を
実
行
し
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
こ
の
基
本
を
実
践

し
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。�

��

◆
文
　
堀
口
奈
名
子（
三
重
・
川

越
）�

◆
国
際
英
語﹇
国
際
英
語
﹈宮
野

恵（
愛
知
・
名
古
屋
商
業
）﹇
英
米

文
化
﹈山
本
未
来（
静
岡
・
焼
津

中
央
）�

◆
心
理
　
川
合
紀
子（
岐
阜
・
東

濃
）�

◆
社
会
　
片
岡
由
佳
理（
愛
知
・

高
蔵
寺
）�

◆
法
　
宮
崎
亮（
長
崎
・
大
村
）�

◆
経
済
　
王
少
佳（
中
国
）�

◆
経
営
　
上
村
達
也（
愛
知
・
明

和
）�

◆
商
　
福
沢
亜
沙
菜（
富
山
・
呉

羽
）�

◆
情
報
科﹇
情
報
科
﹈本
多
芳
寛

（
愛
知
・
豊
田
北
）﹇
認
知
科
﹈小

林
晴
純（
愛
知
・
瀬
戸
西
）﹇
メ
デ
ィ

ア
科
﹈鵜
飼
建
佑（
岐
阜
・
多
治

見
西
）�

◆
体
育﹇
体
育
科
﹈杉
田
洋
子（
愛

知・
豊
丘
）﹇
健
康
科
﹈山
脇
栄
一（
秋

田
・
湯
沢
）�

��

◆
文
　
坂
尚
美（
愛
知
・
千
種
）�

◆
国
際
英
語﹇
国
際
英
語
﹈中
山

真
里（
愛
知
・
松
蔭
）﹇
英
米
文
化
﹈

林
芙
美（
愛
知
・
中
京
女
子
大
学

附
属
）�

◆
心
理
　
高
橋
亜
希（
愛
知
・
名

東
）�

◆
社
会
　
佐
々
木
香
苗（
岐
阜
・

中
京
）�

◆
法
　
小
川
萌（
愛
知
・
西
春
）�

◆
経
済
　
太
田
雅
也（
愛
知
・
名

古
屋
）�

◆
経
営
　
藪
谷
雄
一（
三
重
・
宇

治
山
田
商
業
）�

◆
商
　
山
田
紘
栄（
愛
知
・
稲
沢

東
）�

◆
情
報
科﹇
情
報
科
﹈岩
瀬
亮（
愛

知
・
西
尾
）﹇
認
知
科
﹈詫
間
陽
介

（
愛
知
・
東
海
）﹇
メ
デ
ィ
ア
科
﹈神

田
直
美（
愛
知
・
附
属
中
京
）�

◆
体
育﹇
体
育
科
﹈石
川
晃
子（
愛

知
・
西
尾
）﹇
健
康
科
﹈長
谷
川
美

香（
愛
知
・
常
滑
北
）�

��

◆
文
　
小
寺
邦
明（
愛
知
・
旭
野
）�

◆
国
際
英
語﹇
国
際
英
語
﹈岡
田

真
衣（
愛
知
・
高
蔵
）﹇
英
米
文
化
﹈

石
原
美
穂（
岐
阜
・
加
茂
）�

◆
心
理
　
松
井
仁
美（
静
岡
・
浜

松
市
立
）�

◆
社
会
　
斉
藤
由
梨（
愛
知
・
附

属
中
京
）�

◆
法
　
梅
原
亜
弓（
愛
知
・
知
立

東
）�

◆
経
済
　
佐
山
岳
士（
愛
知
・
丹

羽
）�

◆
経
営
　
太
田
梨
江（
三
重
・
神

戸
）�

◆
商
　
中
嶋
美
佳（
三
重
・
宇
治

山
田
商
業
）�

◆
情
報
科﹇
情
報
科
﹈宮
嶋
孝
治

（
三
重
・
四
日
市
北
）﹇
認
知
科
﹈

釼
持
隆
之（
静
岡
・
静
岡
）﹇
メ
デ
ィ

ア
科
﹈杉
浦
由
佳（
愛
知・
岡
崎
東
）�

◆
体
育﹇
体
育
科
﹈杉
田
直
子（
愛

知
・
豊
橋
東
）﹇
健
康
科
﹈窪
田
範

子（
福
井
・
敦
賀
気
比
）�

��

◆
文
　
岡
本
真
知
子（
岐
阜
・
多

治
見
）�

◆
心
理
　
住
谷
さ
わ
の（
三
重
・

松
阪
）加
藤
広
美（
愛
知
・
中
村
）�

◆
社
会
　
久
保
田
恵（
愛
知
・
名

古
屋
南
）岩
田
和
人（
岐
阜・
加
納
）

牛
場
有
紀（
三
重
・
三
重
）山
崎

司（
長
野・
上
田
西
）鈴
木
理
紗（
愛

知
・
附
属
中
京
）鈴
木
健
一
郎（
長

野
・
飯
田
）青
木
み
ら
い（
愛
知
・

附
属
中
京
）�

◆
法
　
作
間
朋
香（
岐
阜
・
加
納
）

小
阪
正
太
郎（
愛
知
・
東
海
）伊

藤
愛
子（
愛
知
・
春
日
丘
）山
佳

直
紀（
長
野
・
飯
田
風
越
）橋
本

真
希（
静
岡
・
浜
松
市
立
）吉
田

篤
史（
愛
知
・
附
属
中
京
）上
野

恵
李（
岐
阜
・
多
治
見
）�

◆
経
済
　
寺
本
英
恵（
愛
知
・
五

条
）加
藤
秀
明（
三
重
・
桑
名
西
）

加
藤
雅
人（
愛
知
・
山
田
）伊
藤

智
治（
愛
知
・
鳴
海
）
北
島
丈�

緊張した面持ちで式辞、祝辞を聞く卒業生たち�

式
の
後
、後
輩
た
ち
に
胴
上
げ
さ
れ
高
く

舞
う
卒
業
生�

学

長

賞

�

同
窓
会
賞�

学
部
長
賞�

優

等

賞

�

2005年度� 卒　業　式�

式 
辞�

大要�

学
　
長�

小
川
　
英
次�

受賞者�
カッコ内は出身校）�

祝
福
の
声
も
高
ら
か�

右
上�

歓
送
の
歌
を
唱
う
名
古
屋
二
期
会
会
員
の�

奥
村
晃
平
さ
ん（
本
学
混
声
合
唱
団
技
術

顧
問
）と
佐
々
木
明
美
さ
ん（
左
）�

右
下�
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本
学
は
三
月
十
九
日
の
卒
業

式
で
、
左
記
の
七
人
に
博
士
学

位
を
授
与
し
た
。
（
経
歴
欄
は

順
に
現
職
・
年
齢
、
最
終
学
歴
、

学
位
論
文
タ
イ
ト
ル
）�

課
程
博
士�

博
士
（
経
営
学
）�

デ
ィ
サ
・
バ
ン
ダ
ー
ラ
さ
ん�

本
学
経
営
学
研
究
科
博
士
課
程
。�

37
歳
▽
ス
リ
ジ
ャ
ヤ
バ
ル
ダ
ナ

プ
ラ
大
学
修
士
課
程
▽
日
本
企

業
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ

ン
ス
に
関
す
る
実
証
研
究�

博
士
（
商
学
）�

清
水
　
真
さ
ん�

金
城
学
院
大
学
非
常
勤
講
師
。

33
歳
▽
本
学
商
学
研
究
科
博
士

課
程
▽
環
境
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

に
お
け
る
バ
ッ
ク
ワ
ー
ド
・
チ

ャ
ネ
ル
に
関
す
る
一
考
察�

博
士
（
認
知
科
学
）�

益
川
　
弘
如
さ
ん�

静
岡
大
学
講
師
。
30
歳
▽
本
学

情
報
科
学
研
究
科
博
士
課
程
▽

複
数
の
協
調
的
な
知
識
統
合
型

授
業
の
分
析
に
よ
る
デ
ザ
イ
ン

原
則
抽
出
の
試
み�

博
士
（
体
育
学
）�

坂
口
　
俊
哉
さ
ん�

名
城
大
学
非
常
勤
講
師
。
34
歳

▽
本
学
体
育
学
研
究
科
博
士
課

程
▽
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ジ
ャ
ー
消

費
者
を
対
象
と
し
た
関
与
の
測

定�

論
文
博
士�

博
士
（
認
知
科
学
）�

大
島
　
律
子
さ
ん�

静
岡
大
学
非
常
勤
講
師
。
41
歳

▽
静
岡
大
学
教
育
学
研
究
科
修

士
課
程
▽
学
び
の
実
践
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
に
お
け
る
知
の
継
承
と

発
展�

博
士
（
体
育
学
）�

二
宮
　
浩
彰
さ
ん�

大
分
大
学
助
教
授
。
39
歳
▽
本

学
体
育
学
研
究
科
博
士
課
程
▽

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
専
門
志

向
化
研
究�

吉
田
　
勝
光
さ
ん�

愛
知
県
教
育
委
員
会
尾
張
教
育

事
務
所
主
任
主
査
。
57
歳
▽
東

亜
大
学
総
合
学
術
研
究
科
修
士

課
程
（
通
信
教
育
課
程
）
▽
体

育
・
ス
ポ
ー
ツ
事
故
に
関
す
る

法
学
的
研
究�

　
士（
愛
知・
向
陽
）細
川
和
也（
愛

知
・
春
日
井
東
）�

◆
経
営
　
山
崎
華
織（
静
岡
・
清

水
市
立
商
業
）平
野
晶
子（
愛
知
・

岡
崎
商
業
）村
上
美
菜（
愛
媛
・

今
治
北
）顧
丹
丹（
中
国
）上
田

実
穂（
三
重・
津
東
）木
村
邦
江（
愛

知
・
横
須
賀
）�

◆
商
　
戸
田
和
佳
代（
愛
知
・
東

海
商
業
）齋
藤
大
介（
愛
知・
東
邦
）

鳥
井
健
司（
岐
阜
・
大
垣
商
業
）�

◆
情
報
科﹇
情
報
科
﹈渡
邉
徹（
愛

知
・
長
久
手
）�

◆
体
育﹇
体
育
科
﹈川
口
留
美（
愛

知
・
天
白
）唐
澤
光
輝（
兵
庫
・
神

戸
弘
陵
学
園
）水
谷
公
美（
愛
知
・

時
習
館
）桂
井
妙
子（
愛
知・
旭
丘
）

富
坂
政（
神
奈
川
・
平
塚
江
南
）

大
野
智
子（
大
阪
・
三
国
丘
）柿

本
芳
実（
愛
媛
・
松
山
中
央
）中

原
亜
矢（
福
岡
・
明
善
）�

��

◆
体
育
会
▼
新
体
操
部
　
堀
江

征
史（
体
育
・
愛
知
・
阿
久
比
）▼

陸
上
競
技
部
　
金
札
絵
里
香（
体

育
・
北
海
道
・
札
幌
国
際
情
報
）

▼
水
泳
部
　
及
川
真
沙
紀（
体
育・

北
海
道
・
旭
川
凌
雲
）鎌
田
千
紘

（
体
育
・
神
奈
川
・
湘
南
工
科
大

学
附
属
）丸
島
由
起
子（
体
育
・

東
京・
武
蔵
野
）川
越
大
樹（
体
育・

鹿
児
島・
国
分
）▼
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
部
　
季
垣
嬋（
体
育
・
愛
知
・

桜
花
学
園
）▼
準
硬
式
野
球
部

　
野
々
垣
智
哉（
体
育
・
愛
知
・

星
城
）久
野
徳
久（
体
育
・
愛
知
・

附
属
中
京
）那
須
厚
志（
体
育
・

愛
知
・
享
栄
）▼
剣
道
部
　
栗
山

貴
行（
体
育
・
大
阪
・
金
光
八
尾
）

鎌
田
静
香（
体
育
・
茨
城
・
土
浦

湖
北
）中
原
亜
矢（
体
育
・
福
岡
・

明
善
）永
井
泰
代（
体
育
・
静
岡
・

磐
田
西
）▼
ス
キ
ー
競
技
部
　

篠
原
文
香（
体
育
・
長
野
・
中
野

実
業
）▼
自
転
車
競
技
部
　
向

川
訓
司（
社
会
・
長
野
・
長
野
）▼

フ
ェ
ン
シ
ン
グ
部
　
川
口
香（
体
育・

岐
阜
・
揖
斐
）堀
知
嘉
子（
体
育
・

岐
阜
・
大
垣
南
）▼
ス
ケ
ー
ト
部

　
松
倉
泉（
体
育・
青
森・八
戸
北
）

▼
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
　
小
島

愛
弓（
体
育
・
愛
知
・
愛
知
淑
徳
）

濱
地
麻
衣（
体
育
・
愛
知
・
愛
知

啓
成
）大
畠
美
希
子（
体
育・
鳥
取・

鳥
取
女
子
）榊
原
綾
子（
体
育
・

愛
知
・
愛
知
淑
徳
）中
田
奈
緒（
体

育
・
愛
知
・
東
海
学
園
）岩
切
奈

那（
体
育
・
愛
知
・一
宮
興
道
）東

瑠
璃（
体
育
・
静
岡
・
加
藤
学
園
）

毛
利
彩
乃（
体
育
・
大
阪
・
茨
木
）

▼
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
部
　
加
藤

武（
体
育
・
三
重
・
神
戸
）金
子
雅

彦（
体
育
・
愛
知
・
守
山
）五
月
女

み
ち（
情
報
科
・
新
潟
・
新
発
田
）

竹
中
明
香（
体
育
・
三
重
・
上
野
）

松
浦
友
洋（
情
報
科・三
重・
鈴
鹿
）

大
久
保
祐
一（
体
育
・
石
川
・
小

松
明
峰
）近
藤
奈
津
希（
体
育
・

愛
知・
岡
崎
西
）奥
岡
政
刀（
社
会・

三
重
・
神
戸
）鈴
木
康
太（
体
育
・

愛
知・
安
城
東
）伊
藤
丈
泰（
体
育・

山
口
・
華
陵
）高
坂
真
麻（
社
会
・

愛
知
・
東
郷
）▼
ア
ル
テ
ィ
メ
ッ
ト

サ
ー
ク
ル
　
伊
藤
え
り
か（
体
育
・

滋
賀
・
草
津
東
）神
谷
梢（
体
育
・

愛
知
・
刈
谷
）川
口
留
美（
体
育
・

愛
知・
天
白
）曽
我
部
愛
美（
体
育・

愛
媛
・
新
居
浜
東
）細
江
美
晴（
体

育
・
愛
知
・
豊
明
）福
里
美
妃（
体

育
・
沖
縄
・コ
ザ
）又
吉
歩（
社
会
・

愛
知・
刈
谷
北
）松
波
美
代（
体
育・

愛
知
・
高
蔵
）米
原
理
恵（
体
育
・

愛
知
・
中
村
）吉
田
幸
世（
体
育
・

京
都
・
聖
母
学
院
）坂
井
清
恵（
体

育
・
愛
知
・
春
日
井
東
）平
井
美

里（
体
育
・
愛
知
・
豊
橋
南
）　�

◆
文
化
会
▼
書
道
部
　
鷹
西
美

沙（
文
・
愛
知
・
岡
崎
城
西
）柴
田

俊
樹（
商
・
愛
知
・
阿
久
比
）岡
田

華
子（
商・
岐
阜・
県
立
岐
阜
商
業
）

山
本
有
作（
法
・
三
重
・
三
重
）澤

田
健（
心
理
・
愛
知
・
阿
久
比
）酒

井
真
莉
枝（
文・
愛
知・
附
属
中
京
）

山
口
え
り（
国
際
英
語
・
愛
知
・

愛
知
女
子
）　�

◆
体
育
会
▼
幹
事
長
　
気
田
和

磨（
体
育
・
青
森
・
三
本
木
）　�

◆
文
化
会
▼
幹
事
長
　
川
端
良

介（
経
済
・
愛
知
・
春
日
井
南
）　�

◆
大
学
祭
実
行
委
員
会
▼
名
古

屋
委
員
長
　
松
本
一
孝（
心
理
・

三
重
・
暁
）▼
豊
田
委
員
長
　
谷

口
雄
一（
社
会
・
愛
知
・
春
日
井
南
）�

���

◆
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
部�

���

◆
及
川
真
沙
紀（
体
育
・
北
海
道
・

旭
川
凌
雲
）�

��

◆
武
藤
健
司（
経
営
・
愛
知
・
附

属
中
京
）�

　
旅
立
ち
を
迎
え
た
卒
業
生
の

中
で
ひ
と
き
わ
晴
れ
や
か
に
輝

い
て
い
る
の
は
、
第
一
回
生
と

な
る
国
際
英
語
学
部
の
皆
さ
ん

で
す
。
四
年
前
、
国
際
化
を
担

う
人
材
を
育
成
す
る
た
め
開
設

し
ま
し
た
が
、
こ
の
地

域
は
愛
知
万
博
を
契
機

に
国
際
都
市
と
し
て
ス

タ
ー
ト
、
国
際
感
覚
を

学
ん
だ
初
の
卒
業
生
に

熱
い
ま
な
ざ
し
が
注
が

れ
て
い
ま
す
。
　
　
　�

　
本
学
は
こ
の
よ
う
に

時
代
を
先
取
り
し
て
学
部
学
科

の
改
革
拡
充
に
努
め
、
十
一
学

部
、
九
研
究
科
に
社
会
人
の
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
を
目
指
す
ビ
ジ
ネ

ス
ス
ク
ー
ル
、
法
曹
育
成
の
ロ

ー
ス
ク
ー
ル
を
加
え
、
十
一
研

究
科
を
擁
し
、
総
合
大
学
で
も

高
い
地
位
を
占
め
て
お
り
ま
す
。�

　
四
月
か
ら
情
報
科
学
部
を
情

報
理
工
学
部
に
改
組
、
Ｉ
Ｔ
社

会
を
担
っ
て
い
く
エ
ン
ジ
ニ
ア

の
育
成
を
目
指
し
ま
す
が
、
卒

業
生
に
技
術
者
や
弁
護
士
、
裁

判
官
な
ど
新
た
な
ス
キ
ル
を
持

つ
人
が
加
わ
っ
て
中
京
大
学
Ｏ

Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
パ
ワ
ー
は
大
き
く
な

る
ば
か
り
で
す
。�

　
格
差
が
広
が
る
社
会
の
中
で

若
い
人
た
ち
の
将
来
の
希
望
や

夢
に
ま
で
「
格
差
」
が
生
じ
て

き
た
の
は
、
努
力
が
報
わ
れ
る

社
会
で
な
く
な
っ
た
か
ら
だ
と

い
わ
れ
ま
す
が
、
こ
れ
は
正
し

く
あ
り
ま
せ
ん
。
わ
が
国
は
モ

ノ
づ
く
り
で
世
界
に
冠
た
る
経

済
成
長
を
な
し
、
こ
の
地
域
の

モ
ノ
づ
く
り
が
日
本
経
済
の
牽

引
役
と
な
っ
て
再
生
へ
の
道
を

歩
み
始
め
ま
し
た
が
、
そ
の
原

動
力
は
モ
ノ
づ
く
り
に
携
わ
っ

た
人
々
の
努
力
で
し
た
。�

　
大
学
は
「
一
つ
の
通
過
点
」

に
過
ぎ
ず
、
卒
業
、
修
了
で
学

ぶ
こ
と
が
終
わ
っ
た
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
卒
業
後
も
学
ぶ
姿

勢
を
持
ち
続
け
、
時
代
が
投
げ

か
け
て
く
る
問
題
に
挑
戦
し
て

い
っ
て
く
だ
さ
い
。�

笑
顔
、笑
顔
…
。Ｖ
サ
イ
ン
で
喜
び
を
い
っ
ぱ
い
に

示
す
卒
業
生
た
ち�

創
立
者
賞�

理
事
長
特
別
賞�

団

体

賞

�

理
事
長
杯�

創
立
者 

梅
村
清
明�

体
育
会
杯�

博
士
に
７
人�

2005年度�2005年度�

祝 
辞�

大要�

総
長
・
理
事
長�

梅
村
　
清
弘�

誉れの�
（敬称略�

晴
れ
着
に┐
襟
も
正
し
└�
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生
命
シ
ス
テ
ム
工
学
部
の
仮

想
体
感
実
験
室
で
開
発
さ
れ
た

ボ
ブ
ス
レ
ー
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
の

映
像
が
、
米
国M

ultiG
en-

Paradigm

（
Ｍ
Ｐ
Ｉ
）
社
が

公
募
し
た
〇
六
年
カ
レ
ン
ダ
ー

に
採
択
さ
れ
、
十
一
月
下
旬
に

フ
ロ
リ
ダ
で
開
催
さ
れ
た
米
国

最
大
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
展
示
会

Ｉ
Ｔ
Ｓ
Ｅ
Ｃ
で
初
め
て
配
布
さ

れ
た
。�

　
Ｍ
Ｐ
Ｉ
社
は
、
リ
ア
ル
タ
イ

ム
三
次
元
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
販
売
で
は
二

十
五
年
の
実
績
を
持
ち
、
世
界

的
に
名
を
知
ら
れ
て
い
る
。
特

に
、
同
社
の
発
行
す
る
カ
レ
ン

ダ
ー
に
は
世
界
中
の
ユ
ー
ザ
ー

や
代
理
店
か
ら
応
募
の
あ
っ
た

多
く
の
映
像
の
中
か
ら
厳
選
し

た
も
の
だ
け
が
掲
載
さ
れ
る
た

め
、
毎
年
こ
の
分
野
の
関
係
者

の
注
目
を
集
め
て
い
る
。�

　
今
回
応
募
し
、
採
択
さ
れ
た

ボ
ブ
ス
レ
ー
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
の

映
像
は
、
生
命
シ
ス
テ
ム
工
学

部
が
㈱
キ
ャ
ド
セ
ン
タ
ー
、
㈱

日
商
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
と
協

力
し
、
Ｍ
Ｐ
Ｉ
社
の
ソ
フ
ト
を

用
い
て
開
発
・
製
作
し
た
も
の

で
、
全
応
募
作
品
の
中
か
ら
十

二
件
の
一
つ
に
選
ば
れ
た
。
カ

レ
ン
ダ
ー
は
世
界
中
で
使
わ
れ

て
い
る
。�

（
生
命
シ
ス
テ
ム
工
学
部
長
・

長
谷
川
純
一
）�

　
情
報
科
学
部
の
輿
水
大
和
教

授
の
研
究
室
が
学
会
発
表
で
連

続
二
件
の
受
賞
に
輝
い
た
。�

　
日
本
顔
学
会
ベ
ス
ト
ア
ピ
ー

ル
賞
（
受
賞
・
藤
原
孝
幸
助
手
、

渡
辺
隆
さ
ん
＝
博
士
課
程
、
舟

橋
琢
磨
さ
ん
＝
同
、
鈴
木
勝
也

さ
ん
＝
リ
エ
ゾ
ン
オ
フ
ィ
ス
、

輿
水
教
授
）
と
、（
社
）精
密
工

学
会
画
像
応
用
技
術
専
門
委
員

会
主
催
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
の
優
秀
論
文
賞

（
小
田
原
賞
、
受
賞
・

輿
水
教
授
）
。�

　
ベ
ス
ト
ア
ピ
ー
ル   

賞
は
一
般
講
演
「
似
顔
絵
ロ
ボ

ッ
ト
の
開
発
と
性
能
評
価
に
つ

い
て
の
考
察
―
愛
知
万
博
プ
ロ

ト
タ
イ
プ
ロ
ボ
ッ
ト
展
に
お
け

る
フ
ィ
ー
ル
ド
テ
ス
ト
―
」
で
、

優
秀
論
文
賞
は「『
蛍
狩
り
計
測

法
』
―
レ
ン
ズ
の
球
面
収
差
と

ハ
フ
変
換
を
利
用
し
た
同
時
多

点
単
眼
３
Ｄ
位
置
計
測
―
」
で
、

と
も
に
十
二
月
に
受
賞
し
た
。�

　
情
報
科
学
部
メ
デ
ィ
ア
科
学

科
の
遠
藤
守
講
師
ら
が
、
無
料

で
手
軽
に
高
機
能
のw

eb

サ
イ

ト
が
制
作
で
き
る
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
「H

ug

‐

w
orld

（
は
ぐ
わ
ー
る
ど
）
」

を
開
発
し
、
十
一
月
に
提
供
を

開
始
し
た
。�

　H
ug

‐world

は
、
日
記
の

よ
う
に
簡
単
に
記
録
で
き
る
ブ

ロ
グ
や
、
画
像
な
ど
を
公
開
す

る
フ
ォ
ト
ア
ル
バ
ム
な
ど
を
作

成
す
る
機
能
、
会
員
登
録
や
フ

ァ
イ
ル
な
ど
を
管
理
す
る
機
能

を
合
わ
せ
持
っ
て
い
る
。

w
eb

サ
イ
ト
、
と
り
わ
け
会

員
制
で
展
開
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
サ
イ
ト
を
誰
で
も
簡
単
に
構

築
で
き
るX

O
O
PS

と
い
う
既

存
の
オ
ー
プ
ン
ソ
ー
ス
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
を
改
造
し
利
用
し
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
オ
ン
ラ
イ
ン

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

サ
ー
ビ
ス
を
無

料
で
利
用
者
に

提
供
す
る
シ
ス

テ
ム
は
全
国
的
に
も
例
が
な
い
。�

　
遠
藤
講
師
は
「
オ
ー
プ
ン
ソ

ー
ス
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
が
ビ
ジ
ネ

ス
社
会
で
利
用
さ
れ
る
可
能
性

が
膨
ら
ん
だ
と
思
う
。
Ｉ
Ｔ
初

心
者
の
方
も
利
用
し
て
欲
し
い
」

と
話
し
て
い
る
。�

　H
ug

‐world

の
開
発
は
、

遠
藤
講
師
を
中
心
に
メ
デ
ィ
ア

科
学
科
の
宮
崎
慎
也
助
教
授
と

山
田
雅
之
講
師
、
企
業
二
社（
豊

臣
金
属
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

中
部
）
の
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
し
て
行
わ
れ
た
。�

　
私
の
専
門
分
野
は
発
達
心
理

学
で
あ
る
。
発
達
心
理
学
が
扱

う
対
象
や
テ
ー
マ
は
じ
つ
に
多

様
だ
が
、
私
の
関
心
は
子
ど
も

を
持
つ
親
の
心
理
に
つ
い
て
で

あ
る
。
子
育
て
と
い
う
日
常
の

な
か
で
、
ま
た
子
ど
も
の
誕
生

や
成
長
に
寄
り
添
う
な
か
で
、

親
が
親
と
し
て
、
あ
る
い
は
一

人
の
人
間
と
し
て
、
ど
の
よ
う

な
こ
と
を
考
え
、
ま
た
そ
れ
が

親
子
の
か
か
わ
り
、
家
族
関
係

と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
か

を
明
ら
か
に
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。�

　
調
査
に
協
力
し
て
い
た
だ
く

の
は
、
子
ど
も
の
誕
生
を
目
前

に
控
え
た
カ
ッ
プ
ル
や
赤
ち
ゃ

ん
の
い
る
お
母
さ
ん
、
就
学
前

後
の
子
ど
も
の
い
る
家
族
な
ど

で
あ
る
。
定
期
的
に
家
庭
訪
問

を
計
画
し
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行

っ
た
り
、
あ
る
テ
ー
マ
に
沿
っ

て
日
記
を
つ
け
て
い
た
だ
い
た

り
、
と
き
に
は
公
園
や
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
な
ど
屋
外
フ

ィ
ー
ル
ド
で
の
体
系
的
観
察
も

行
う
こ
と
が
あ
る
。�

　
目
下
の
と
こ
ろ
関
心
を
寄
せ

て
い
る
の
は
、
親
が
子
ど
も
に

対
し
て
抱
く
苛
立
ち
な
ど
、一

般
に
「
否
定
的
感
情
」
と
称
さ

れ
る
感
情
の
実
態
に
つ
い
て
で

あ
る
。
と
も
す
れ
ば
、
自
分
を

責
め
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
こ

う
し
た
感
情
が
、
少
な
く
と
も

現
代
を
生
き
る
親
の
発
達
過
程

に
お
い
て
、
自
然
な
心

理
な
の
だ
い
う
こ
と
を

伝
え
た
い
と
思
っ
て
い

る
。�

ボブスレーシミュレータの映像を
掲載したカレンダー�

親
子
の
心
理
に
つ
い
て
話
す
小
島
助
教
授�

手
軽
な
ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
制
作�

小
島
　
康
生�

心
理
学
部
助
教
授�

遠藤講師�

遠
藤
守
講
　

　
師（ 

　
）ら
が
開
発�

メ�デ
ィ�

ア�

無
料
で
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス�

高
機
能  

簡
単
に�

http://www.hug-world.net

ブログ、会員登録�
　フォトアルバム等�

生命システム工学部�
実験室で開発の映像�

米社の世界的�
カレンダーに�

輿
水
研
究
室
（
情
報
）�

学
会
賞
二
件�

続
け
て
受
賞�
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国
際
セ
ン
タ
ー
主
催
の
第
一

回
海
外
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が

二
月
五
―
十
八
日
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
の
マ
ニ
ラ
で
行
わ
れ
た
。�

　
海
外
に
進
出
し
た
日
本
企
業

な
ど
で
研
修
し
て
、
進
む
一
方

の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
実
態
に
触

れ
、
国
際
感
覚
を
身
に
着
け
て

ほ
し
い
、
と
国
際
セ
ン
タ
ー
が

企
画
。
第
一
回
は
経
済
発
展
の

著
し
い
ア
ジ
ア
に
着
目
し
て
実

施
し
、
一
年
生
六
人
（
男
三
人
、

女
三
人
）
が
参
加
し
た
。�

　
六
人
は
午
前
中
、
現
地
在
住

の
米
人
講
師
に
よ
る
英
語
の
個

人
レ
ッ
ス
ン
を
受
講
。
午
後
、

国
際
セ
ン
タ
ー
室
長
と
一
緒
に
、

進
出
企
業
の
デ
ン
ソ
ー
や
松
下

電
器
産
業
、
三
菱
商
事
、
伊
藤

製
作
所
な
ど
の
工
場
や
事
務
所

を
訪
れ
、
現
地
責
任
者
の
指
導

で
業
務
に
携
わ
っ
た
り
ス
タ
ッ

フ
ら
と
懇
談
し
た
。�

　
国
際
セ
ン
タ
ー
は
〇
六
年
度

以
降
も
海
外
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
を
主
催
す
る
予
定
。�

　
本
学
は
、
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
（
国

際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語

能
力
テ
ス
ト
）
を
〇
六
年
度
か

ら
本
学
の
管
理
・
運
営
で
実
施

し
、
学
生
の
受
験
費
用
（
検
定

料
）
を
負
担
す
る
。�

　
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
は
約
六
十
カ
国

で
行
わ
れ
、
日
本
で
は
（
財
）

国
際
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
協
会
が
主
催
し
て
い
る

テ
ス
ト
。
リ
ス
ニ
ン
グ
と
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
の
能
力
を
計
十
―
九

百
九
十
点
の
ス
コ
ア
で
評
価
す

る
。
就
職
の
際
、
採
用
要
件
の

一
つ
と
し
て
重
視
す
る
企
業
も

あ
る
た
め
、
本
学
は
こ
れ
ま
で

も
受
験
会
場
を
名
古
屋
キ
ャ
ン

パ
ス
に
誘
致
し
、
学
生
に
受
験

を
勧
め
て
き
た
。�

　
テ
ス
ト
は
年
二
回
（
春
と
秋
、

〇
六
年
度
は
六
月
四
日
と
一
月

二
十
八
日
）
行
わ
れ
る
。
本
学

実
施
の
窓
口
と
な
る
国
際
セ
ン

タ
ー
は
「
一
人
で
も
多
く
、
一

年
で
も
早
く
受
験
し
て
、
卒
業

ま
で
に
ス
コ
ア
を
上
げ
て
ほ
し

い
」
と
、
一
、
二
年
生
か
ら
の

受
験
を
呼
び
か
け
て
い
る
。�

�

　
総
合
政
策
学
部
は
〇
六
年
春

学
期
に
、
二
年
生
の
公
共
政
策

学
系
科
目
と
し
て
、
「
読
売
新

聞
特
別
講
座
（
読
売
講
座
）
―

新
聞
メ
デ
ィ
ア
か
ら
み
た
政
策

決
定
の
現
場
―
」
を
開
講
す
る
。�

　
読
売
講
座
は
、
読
売
新
聞
の

論
説
委
員
や
専
門
記
者
が
講
師

と
し
て
、
政
界
や
経
済
界
な
ど

に
お
け
る
政
策
決
定
の
現
状
と

問
題
点
を
、
取
材
体
験
に
基
づ

い
て
解
説
す
る
講
義
。「
政
府
・

政
党
・
国
会
」
「
環
境
政
策
」

「
社
説
と
新
聞
」
な
ど
を
テ
ー

マ
に
、
十
三
回
に
わ
た
っ
て
行

わ
れ
る
。�

　
総
合
政
策

学
部
で
は
、

読
売
講
座
を

通
し
て
学
生

た
ち
に
、
社

会
的
視
野
を

広
げ
る
こ
と
、

新
聞
な
ど
活
字
文
化
へ
の
関
心

を
高
め
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

る
。�

　
修
得
し
た
学
生
に
は
二
単
位

が
与
え
ら
れ
、
卒
業
単
位
と
し

て
認
め
ら
れ
る
。
科
目
名
は「
総

合
政
策
特
殊
講
義
」、
担
当
は

市
島
宗
典
講
師
。�

　
（
社
）日
本
機
械
学
会
主
催

の
第
九
回
ロ
ボ
ッ
ト
グ
ラ
ン
プ

リ
が
三
月
十
一
、
十
二
日
に
豊

田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
た
。�

　
ロ
ボ
ッ
ト
製
作
な
ど
の
工
学

技
術
の
面
白
さ
を
一
般
に
も
体

験
し
て
も
ら
お
う
と
企
画
、
文

部
科
学
省
の
科
学
研
究
費
補
助

事
業
と
し
て
行
わ
れ
た
。�

　
①
大
道
芸
ロ
ボ
ッ
ト
競
技
②

超
高
速
で
周
回
し
な
が
ら
標
的

を
槍
で
付
く
ロ
ボ
ッ
ト
ラ
ン
サ

ー
競
技
③
ピ
ン
ポ
ン
球

を
ゴ
ー
ル
に
運
ぶ
ロ
ボ

ッ
ト
ス
カ
ベ
ン
ジ
ャ
ー

競
技
―
―
の
三
種
目
に

大
学
や
高
専
の
十
四
グ
ル
ー
プ
、

個
人
七
十
三
人
が
参
加
し
た
。�

　
身
近
な
材
料
や
キ
ッ
ト
で
ロ

ボ
ッ
ト
を
作
る
ス
カ
ベ
ン
ジ
ャ

ー
競
技
に
は
小
学
生
同
士
や
親

子
連
れ
も
多
数
参
加
し
、
事
前

に
キ
ャ
ン
パ
ス
内
で
ロ
ボ
ッ
ト

工
作
教
室
も
開
か
れ
た
。�

　
生
命
シ
ス
テ
ム
工
学
部
の
森

島
昭
男
助
教
授
が
実
行
委
員
長

を
務
め
た
。�

豊
田
学
生
課
職
員�

鈴
木
　
智
子
さ
ん�

（
す
ず
き
・
の
り
こ
）�

12
月
27
日
死
去
さ
れ
ま

し
た
。
50
歳
。

76
〜
05
年

在
職
。�

� 総
長
秘
書
室�

三
鬼
　
一
朗�

（
み
き
・
い
ち
ろ
う
）�

▼
上
智
大

学�▼
 59
歳�

進出企業を訪れ、責任者の説明を聞く学生たち（マニラ市内で）�

大
道
芸
の
技
を
競
う
ロ
ボ
ッ
ト（
右
）�

訃　報�
１
月
１
日
付�

部
署
、氏
名
、学
歴
、年
齢�

新
任
の
事
務
職
員�

TOEICTOEIC
国際コミュニケーシ�
ョン英語能力テスト�

本
学
管
理
・
運
営
で
実
施�

一
、二
年
か
ら
積
極
受
験
を
！�

┐
読
売
特
別
講
座
└
開
講�

┐
大
道
芸
└
な
ど
三
種
目
で
競
う�

春
学
期
・
総
合
政
策
学
部�

記
者
が
政
策
問
題
な
ど
解
説�

大
学
、
高
専
グ
ル

ー
プ

に
個
人
も�

マニラへ１年生6人�
現地日本企業で研修�
国際センター 初めて企画�

今
年
6
月
か
ら
年
2
回�

検
定
料
は�

大
学
負
担�
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社
会
の
第
一
線
で
働
く
同
窓

生
た
ち
に
、
就
職
活
動
前
の
三

年
生
と
面
談
し
て
指
導
し
て
も

ら
う
「
卒
業
生
会
社
情
報
交
換

会
」
が
、
今
年
も
一
月
二
十
八

日
に
名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開

か
れ
た
。�

　
同
窓
生
は
、
東
京
海
上
日
動

火
災
保
険
、
野
村
證
券
、
名
古

屋
銀
行
、
大
日
本
印
刷
、
三
越
、

名
鉄
百
貨
店
、
セ
ガ
、
毎
日
新

聞
社
な
ど
に
勤
め
る
四
十
五
人

が
出
席
。
卒
業
後
十
年
未
満
の

同
窓
生
ば
か
り
で
、
三
年
生
（
四

百
六
十
人
参
加
）
と
年
齢
の
開

き
が
比
較
的
小
さ
い
た
め
、
企

業
の
説
明
会
な
ど
で
は
見
ら
れ

な
い
打
ち
解
け
た
面
談
が
三
時

間
に
わ
た
っ
て
続
い
た
。�

　
主
催
し
た
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ

ー
に
は
、
参
加
し
た
三
年
生
た

ち
か
ら
「
大
学
の
先
輩
と
後
輩

な
の
で
気
が
楽
。
就
職
活
動
の

具
体
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
と
、
業

界
や
企
業
、
仕
事
の
こ
と
な
ど

の
本
音
が
聞
け
て
有
意
義
だ
っ

た
」
と
の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。�

　
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
主
催
の

就
職
激
励
会
が
、
豊
田
キ
ャ
ン

パ
ス
は
一
月
十

九
日
、
名
古
屋

キ
ャ
ン
パ
ス
は

一
月
二
十
八
日

に
行
わ
れ
、
三

年
生
た
ち
が
「
頑

張
る
ぞ
！
」
と

気
勢
を
上
げ
た
。�

　
両
キ
ャ
ン
パ

ス
に
、
小
川
英

次
学
長
、
キ
ャ

リ
ア
セ
ン
タ
ー

の
神
作
博
・
運

営
委
員
長
（
心

理
学
部
教
授
）、
鈴
木
清
美
部

長
ら
が
出
て
、
リ
ク
ル
ー
ト
ス

ー
ツ
姿
で
緊
張
気
味
の
三
年
生

た
ち
に
、
「
積
極
的
で
明
る
く

元
気
な
の
が
、
就
職
活
動
で
は

一
番
大
事
。
就
職
し
よ
う
と
思

う
企
業
は
業
務
内
容
な
ど
を
よ

く
勉
強
し
、
プ
ラ
ス
思
考
で
面

接
に
臨
ん
で
ほ
し
い
。
皆
さ
ん

に
は
無
限
の
可
能
性
が
あ
る
。

就
職
活
動
を
楽
し
ん
で
」
な
ど

と
励
ま
し
た
。�

　
壇
上
に
は
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ

ー
運
営
委
員
の
教
員
ら
も
並
び
、

最
後
に
学
生
と
教
職
員
一
体
と

な
っ
て
、「
頑
張
る
ぞ
！
」
コ

ー
ル
を
三
唱
し
、
就
職
活
動
成

功
へ
の
決
意
を
新
た
に
し
た
。�

　
就
職
活
動
に
乗
り
出
す
三
年

生
を
対
象
と
し
た
学
内
企
業
セ

ミ
ナ
ー
が
、
今
年
も
豊
田
キ
ャ

ン
パ
ス
は
一
月
十
九
日
か
ら
、

名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
は
二
月
十

日
か
ら
行
わ
れ
た
。�

　
企
業
の
人
事
担
当
者
が
本
学

を
訪
れ
て
学
生
に
業
務
内
容
や

雇
用
条
件
、
採
用
方
法
な
ど
を

説
明
す
る
学
内
企
業
セ
ミ
ナ
ー

は
年
々
活
発
化
。
今
年
は
景
気

好
調
も
あ
っ
て
名
古
屋
に
三
百

八
十
四
社
、
豊
田
に
百
五
十
社

と
、
昨
年
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
七
十

六
社
（
二
四
・
七
％
）
、
四
十

一
社
（
三
七
・
六
％
）
も
多
い

企
業
が
参
加
し
た
。�

　
名
古
屋
は
延
べ
十
一
日
間
、

豊
田
は
述
べ
四
日
間
に
わ
た
っ

て
開
催
、
人
事
担
当
者
と
学
生

と
の
時
間
を
か
け
た
面
談
、
質

疑
が
行
わ
れ
た
。�

　
参
加
企
業
は
、
日
本
銀
行
、

三
井
住
友
銀
行
、
東
京
海
上
日

動
火
災
保
険
、
新
日
本
製
鐵
、

日
立
製
作
所
、
富
士
通
、
日
本

航
空
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
、

Ｊ
Ｒ
東
海
、
資
生
堂
、
中
部
電

力
、
読
売
新
聞
社
…
…
な
ど
、

ほ
ぼ
全
業
種
に
及
ん
だ
。�

　
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
は
「
入

社
し
た
先
輩
た
ち
の
活
躍
で
、

各
企
業
の
本
学
に
対
す
る
期
待

と
関
心
が
年
々
高

ま
っ
て
い
る
。
上

場
企
業
や
主
要
企

業
の
割
合
が
増
え

て
い
る
の
も
い
い

傾
向
。
学
生
と
面

談
し
た
企
業
の
担

当
者
の
評
判
も
概

ね
い
い
の
で
、
参

加
企
業
は
こ
れ
か

ら
も
増
え
る
と
思

わ
れ
る
」
と
話
し

て
い
る
。�

　
学
内
開
講
の
資
格
試
験
や
公

務
員
試
験
対
策
講
座
を
受
講
し

た
学
生
た
ち
の
現
役
合
格
者
が
、

〇
五
年
度
も
順
調
に
増
え
た
。

国
家
試
験
の
合
格
率
は
全
国
平

均
を
大
き
く
上
回
り
、「
資
格
」

に
強
い
本
学
の
特
徴
を
一
段
と

印
象
づ
け
た
。�

　
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
が
二
月

末
時
点
で
ま
と
め
た

国
家
試
験
合
格
者
数

は
別
表
の
通
り
。
公

認
会
計
士
一
人
、
行

政
書
士
十
六
人
、
宅
地
建
物
取

引
主
任
者
二
百
四
人
、
社
会
保

険
労
務
士
六
人
な
ど
で
計
三
百

七
十
人
。
前
年
よ
り
八
十
九
人

（
三
一
・
六
％
）
増
え
た
。�

　
特
に
顕
著
な
の
は
、
本
学
の

合
格
率
の
高
さ
で
、
難
関
と
い

わ
れ
る
行
政
書
士
で
み
る
と
、

全
国
平
均
二
・
六
％
に
対
し
本

学
は
一
二
・
二
％
（
受
験
百
三

十
一
人
、合
格
十
六
人
）。
九
・

六
　
も
高
い
。�

　
行
政
書
士
の
合
格
者
数
は
愛

知
県
全
体
（
百
二
十
九
人
）の

一
二
・
四
％
を
占
め
、
本
学
一

校
よ
り
も
合
格
者
が
少
な
か
っ

た
県
が
、
隣
接
の
岐
阜
県
（
十

三
人
）
や
三
重
県
（
十
二
人
）

を
含
め
全
国
で
二
十
九
県
も
あ

っ
た
。�

　
合
格
率
の
高
さ
は
、
他
の
資

格
も
同
様
で
、
宅
建
は
全
国
一

七
・
三
％
、
本
学
八
六
・
八
％
、

社
労
士
は
全
国
八
・
九
％
、
本

学
二
三
・
〇
％
…
…
な
ど
と
な

っ
て
い
る
。�

　
一
方
、
国
家
Ⅱ
種
や
国
税
専

門
官
、
地
方
上
級
な
ど
の
公
務

員
試
験
の
現
役
合
格
者
は
十
五

人
。
前
年
と
同
じ
だ
が
、
別
表

の
通
り
年
を
追
っ
て
伸
ば
し
て

お
り
、
講
座
受
講
の
成
果
が
出

て
い
る
。�

ポ
イ�

ン
ト�

行政書士�
宅地建物取引主任者�

国内旅行業務取扱主任者�
一般旅行業務取扱主任者�

社会保険労務士�

通関士�
初級システムアドミニストレータ�

118
12
4
65
20
1
21

03年度�

241計� 370

資格対策講座�
国家試験等合格者� （人）�

281

204

05年度�

16
6
54
39
20
30

112
公認会計士� 01 0

04年度�

21
4
52
54
10
28

公務員（国家Ⅱ種・地方上級）� 1415 15
注①：合格者数は資格対策講座を受講した現役学生を
　　  対象に集計�
注②：公務員は地方公務員、警官、消防官などは含まない�

企業の第一線で働く同
窓生たち（左）のアドバイ
スを受ける3年生たち（右）�

就職活動の成功を期して気勢を上げる3年生
たち（豊田キャンパスで）�

国家資格�
現役取得�
国家資格�
現役取得�

学内企業�
セミナー� 05年度も順調�

学
内
対
策
講
座
の
成
果
出
る�

参
加
企
業
大
幅
に
増
え
る�

卒業生会社�
情報交換会�

同
窓
生
が
指
導�

名
古
屋
・
豊
田

合
わ
せ
五
百
社
超�

企
業
第
一
線
　
人�

45

前
年
比
　
％
増
の
　
人�

31

370

公務員は15人�

就�就�

職�

活�

動�

就�

職�

活�

動�
3 年 生�

本
格
化�
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幹
事
長
・
山
田
修
弘（
商
３
）会
計
学
研
究
会
▽
副
幹

事
長
・
鈴
木
優
至（
情
報
３
）コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
研
究
会
▽
学

術
委
員
長
・
青
木
亮
太（
心
理
３
）児
童
文
化
研
究
会
▽

芸
文
委
員
長
・
小
倉
麻
友
子（
心
理
３
）軽
音
楽
部
▽
豊

田
委
員
長
・
宮
本
遼
太
郎（
認
知
３
）天
文
ク
ラ
ブ
▽
会
計

局
長
・
鈴
木
壮
史（
商
３
）茶
道
部
▽
企
画
運
営
局
長
・
山

本
遼（
経
営
３
）自
然
科
学
研
究
会
▽
総
務
局
長
・
川
瀬

祐
馬（
法
律
２
）漫
画
研
究
会
▽
豊
田
役
員
総
務
・
青
木

亮
治（
情
報
２
）サ
ウ
ン
ド
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
▽
書
記

局
長
・
横
井
裕
弥（
法
律
１
）茶
道
部
▽
豊
田
役
員
庶
務
・

牧
野
弘
太
郎（
生
命
シ
１
）児
童
福
祉
活
動
部
▽
議
長
・
伊

藤
匡
史（
経
済
３
）混
声
合
唱
団
▽
学
術
監
査
・
田
中
優
美

（
日
本
文
学
３
）考
古
学
研
究
会
▽
芸
文
監
査
・
伊
藤
美

紀（
言
語
表
現
３
）書
道
部
、水
野
春
花（
言
語
表
現
３
）中

京
シ
ネ
マ
ク
ラ
ブ
▽
豊
田
監
査
・
森
口
武
博（
メ
デ
ィ
ア

３
）コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
研
究
会
　
　
　
　
　
　
　（
敬
称
略
）�

　
私
た
ち
第
五
十
代
体
育
会
幹

事
会
は
十
一
月
九
日
の
役
員
改

選
に
よ
り
発
足
し
た
。
今
年
は

五
十
代
と
い
う
節
目
の
年
で
も

あ
り
、
『
強
い
中
京
大
学
』
の

復
活
を
目
指

し
て
、
私
た

ち
幹
事
会
が

体
育
会
ク
ラ

ブ
員
を
し
っ

か
り
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
こ
う
と

思
う
。�

　
私
が
幹
事
会
に
入
り
、
早
や

三
年
が
経
っ
た
。
そ
し
て
幹
事

長
と
い
う
大
役
を
任
さ
れ
、
大

変
光
栄
に
思
っ
て
い
る
。
今
ま

で
ど
お
り
に
や
っ
て
も
何
も
変

わ
っ
て
い
か
な
い
の
で
、
自
分

か
ら
動
い
て
行
動
で
示
し
て
い

き
た
い
と
思
う
。�

　
会
員
の
皆
さ
ん
の
サ
ポ
ー
ト

あ
っ
て
の
幹
事
会
な
の
で
、
体

育
会
一
同
、
力
を
合
わ
せ
て
頑

張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。�

▼
体
操
競
技
部
＝
森
田
将
弘（
体

育
４
）
▼
陸
上
競
技
部
＝
小
竹

久
美
子
（
体
育
４
）
金
札
絵
里

香
（
健
康
４
）
種
村
真
利
、
合

澤
理
絵
、
豊
蔵
貴
英
、
松
本
明

日
美
、
大
坪
鷹
人
、
石
黒
　
人
、

住
澤
知
幸
（
体
育
３
）
松
本
佳

江
（
健
康
３
）
下
リ
藤
修
大
（
体

育
２
）
吉
田
俊
哉
、
林
雅
紀
、

山
城
美
貴
（
体
育
１
）
▼
水
泳

部
＝
及
川
真
沙
紀
（
体
育
４
）

松
田
丈
志
（
体
育
３
）
富
山
貴

士（
体
育
２
）▼
フ
ェ
ン
シ
ン
グ

部
＝
川
口
香
、
堀
知
嘉
子（
体

育
４
）風
間
美
侑（
社
会
２
）▼

ス
ケ
ー
ト
部
＝
中
山
翔（
体
育
３
）�

��

▼
新
体
操
部
＝
山
下
智
也
、
堀

江
征
史
（
体
育
４
）
深
江
賛
、

小
山
翔
平
（
体
育
３
）
小
山
田

学
、
佐
藤
有
記
（
体
育
２
）
山

澤
学（
体
育
１
）▼
水
泳
部
＝
松

田
丈
志
、
山
田
裕
一
（
体
育
３
）

澤
村
康
弘
、
小
林
正
人
（
体
育

２
）
▼
剣
道
部
＝
鎌
田
静
香
、

永
井
泰
代
（
体
育
４
）
宮
路
奈

津
子
、大
門
篤
美（
体
育
３
）田

頭
佳
苗（
体
育
２
）西
口
真
以
、

山
本
美
祐
（
体
育
１
）
▼
フ
ェ

ン
シ
ン
グ
部
＝
川
口
香
、
堀
知

嘉
子
（
体
育
４
）
伊
藤
良
江（
社

会
３
）
宇
高
望
美
、
吹
原
麻
美

（
体
育
３
）風
間
美
侑
、大
橋
芳

恵（
社
会
２
）小
林
真
紀
子
、田

熊
光
菜（
体
育
２
）▼
女
子
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
部
＝
小
島
愛
弓
、
濱

地
麻
衣
、
大
畠
美
希
子
、
榊
原

綾
子
、
中
田
奈
緒
、
岩
切
奈
那
、

東
瑠
璃
、
毛
利
彩
乃（
体
育
４
）

摺
本
志
保
、
世
古
由
香
、
山
口

千
香
子
、
佐
藤
紘
子
、
鈴
木
里

佳
、南
景
子（
体
育
３
）高
橋
愛
菜
、

瀬
ノ
口
真
貴
、
兼
松
み
な
わ
、

木
股
美
月
、
谷
口
恵
理
、
柏
知

里（
体
育
２
）須
賀
暁
奈（
健
康
２
）

河
内
雅
美
、佐
々
木
可
那
子
、

北
川
美
保
（
体
育
１
）▼
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
部
＝
高
坂
真
麻
、

奥
岡
政
刀（
社
会
４
）
松
浦
友

洋
（
情
報
４
）
五
月
女
み
ち
（
認

知
４
）
竹
中
明
香
、
近
藤
奈
津

希
、
伊
藤
丈
泰（
体
育
４
）大
久

保
祐
一
、加
藤
武
、
金
子
雅
彦
、

鈴
木
慶
太
（
健
康
４
）�

��

▼
ア
ル
テ
ィ
メ
ッ
ト
サ
ー
ク
ル

＝
又
吉
歩
（
社
会
４
）
神
谷
梢
、

川
口
留
美
、
坂
井
清
恵
、
曽
我

部
愛
美
、
松
波
美
代
、
吉
田
幸

世
、
米
原
理
恵
（
体
育
４
）
伊

藤
え
り
か
、
平
井
美
里
、
福
里

美
妃
、
細
江
美
晴
（
健
康
４
）

稲
葉
紗
弥
香
、
鮫
島
萌
、
長
谷

川
真
理
子
（
体
育
３
）�

　
幹
事
長
・
中
西
良
介（
体
育
３
）準
硬
式
野
球
部
▽
副
幹
事
長
兼
総

務
局
長
・
福
島
巧（
心
理
３
）日
本
拳
法
部
▽
会
計
局
長
・
岡
智
恭
仁

（
法
律
２
）空
手
道
部
▽
企
画
局
長
・
清
水
泰
喜（
体
育
２
）ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
部
▽
編
集
局
長
・
田
中
祐
介（
体
育
２
）準
硬
式
野
球
部
▽
渉
外

局
長
・
堀
池
亮
太（
商
２
）合
氣
道
部
▽
広
報
局
・
小
谷
直
也（
体
育
１
）

剣
道
部
▽
運
営
局
・
加
藤
崇（
経
営
１
）硬
式
野
球
部
　
　（
敬
称
略
）�

　
体
育
会
（
金
澤
睦
会
長
）
は
、
十
二
月
十
日
、
豊
田
キ
ャ
ン

パ
ス
４
１
１
教
室
で
二
〇
〇
五
年
度
功
労
者
表
彰
式
を
行
い
、

国
際
大
会
・
全
国
大
会
で
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
九
十
五
人
を

表
彰
し
た
。
表
彰
さ
れ
た
の
は
次
の
皆
さ
ん
。
（
敬
称
略
）�

　
文
化
会
に
は
現
在
、
二
十
九

の
ク
ラ
ブ
が
所
属
し
て
い
る
。

普
段
は
、
各
々
の
ク
ラ
ブ
は
全

く
異
な
っ
た
活
動
を
し
て
い
る
。

し
か
し
、
合
同
発
表
会
な
ど
を

行
う
と
き
に
は
、

文
化
会
所
属

の
ク
ラ
ブ
は

そ
れ
ぞ
れ
助

け
合
っ
て
い
る
。

こ
の
助
け
合
い
に
重
点
を
置
き
、

協
調
性
を
持
っ
た
文
化
会
を
目

指
し
て
い
き
た
い
と
、
執
行
部

と
し
て
活
動
す
る
う
ち
に
強
く

思
う
よ
う
に
な
っ
た
。�

　
方
針
を
決
め
る
と
き
は
、
役

員
が
助
け
合
っ
て
検
討
す
る
。

ク
ラ
ブ
の
合

同
発
表
会
を

行
う
と
き
は
、

ク
ラ
ブ
同
士

が
助
け
合
う
。

助
け
合
い
の

誠
心
を
常
に

意
識
し
、
協

調
性
が
持
て
る
組
織
運
営
を
心

掛
け
て
い
き
た
い
。�

�

個 

人 

競 

技�

就�

職�

活�

動�

準硬式野球部�

会計学研究会�

新執行部�

体
　
育
　
会�

文　化　会�

第
50
代
執
行
部
　
任
期  

05
年
11
月
か
ら
１
年
間�

第52代執行部�
任期  05年11月から１年間�

体育会功労者表彰�

国際・全国大会で活躍�
05年度は95人�

団 

体 

競 

技�

特 

別 

表 

彰�

始動�

幹
事
長
　
中
西  

良
介
　（
体
育
３
）�

幹
事
長
　
山
田  

修
弘
　（
商
３
）�
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軽
音
楽
部
（New Sounds 

Jazz O
rchestra

）
は
、
十
七

人
で
ひ
と
つ
の
バ
ン
ド
を
組
む

ビ
ッ
グ
バ
ン
ド
編
成
で
、
第
三

十
三
回
リ
サ
イ
タ
ル
を
行
っ
た
。

ビ
ッ
グ
バ
ン
ド
は
、
大
人
数
で

迫
力
の
あ
る
演
奏
を
特
徴
と
し

て
い
る
。�

　
昔
な
が
ら
の
名
曲
か
ら
、
最

近
の
曲
ま
で
を
演
奏
し
た
の
で
、

お
客
様
は
楽
し
ん
で
聞
い
て
く

だ
さ
っ
た
よ
う
だ
。
部
員
の
お

よ
そ
半
数
は
初
心
者
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
自
分
た
ち
も
楽
し

め
る
演
奏
を
し
よ
う
と
、
全
員

が
日
々
熱
の
こ
も
っ
た
練
習
を

行
っ
た
。�

　
お
客
様
に
楽
し
ん
で
も
ら
う

の
は
勿
論
の
こ
と
、
部
員
一
同

こ
れ
か
ら
も
ジ
ャ
ズ
を
楽
し
ん

で
演
奏
し
て
い
き
た
い
。�

（
言
語
表
現
２
・
齊
藤
公
志
郎
）�

　
ギ
タ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
は
、

ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー
を
使
い
、

ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
に
捕
わ
れ
な

い
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
音
楽
を

演
奏
し
て
い
る
。�

　
私
た
ち
は
定
期
演
奏
会
に
向

け
、
四
苦
八
苦
し
な
が
ら
毎
日

遅
く
ま
で
練
習
に
励
ん
で
き
た
。

迎
え
た
本
番
で
は
、
部
員
全
員

が
一
つ
に
な
っ
て
素
晴
ら
し
い

演
奏
が
で
き
た
。
技
術
的
に
う

ま
い
と
は
言
え
な
い
か
も
し
れ

な
い
が
、
練
習
の
成
果
を
全
て

発
揮
で
き
、
納
得
の
い
く
演
奏

を
お
客
様
に
届
け
ら
れ
て
大
き

な
幸
せ
を
感
じ
た
。�

　
こ
の
演
奏
会
で
学
ん
だ
多
く

の
こ
と
を
生
か
し
、
次
の
公
演

で
も
よ
り
良
い
演
奏
が
で
き
る

よ
う
努
力
し
た
い
。�

（
経
済
２
・
本
谷
理
恵
）�

　
名
豊
論
文
大
会
は
、
中
京
大

学
・
愛
知
大
学
・
名
古
屋
商
科

大
学
の
三
校
の
代
表
者
が
会
計

学
に
関
す
る
論
文
を
発
表
し
、

参
加
者
み
ん
な
で
討
論
す
る
大

会
で
あ
る
。�

　
私
は
、
同
じ
学
年
の
み
ん
な

の
協
力
を
得
な
が
ら
、

な
ん
と
か
論
文
を
書

く
こ
と
が
で
き
た
。
当
日
ま
で
、

部
員
の
み
ん
な
で
ど
ん
な
質
問

が
来
る
か
、
ど
う
答
え
る
か
を

一
丸
と
な
っ
て
考
え
た
。�

　
こ
の
よ
う
に
部
が
一
つ
に
な

る
行
事
が
あ
る
こ
と
は
素
晴
ら

し
い
と
思
う
。
名
豊
論
文
大
会

で
論
文
を
書
い
た
こ
と
は
、
私

に
と
っ
て
と
て
も
良
い
経
験
に

な
っ
た
。�

（
経
営
２
・
小
島
　
拓
）�

　
私
た
ち
は
毎
年
、
年
四
回
の

公
演
に
向
け
て
日
々
稽
古
に
励

ん
で
い
る
。
今
回
は
卒
業
を
控

え
た
四
年
生
が
中
心
と
な
り
、

一
軒
の
カ
フ
ェ
を
中
心
に
巻
き

起
こ
る
様
々
な
人
間
関
係
の
ト

ラ
ブ
ル
を
扱
っ
た
現
代
劇
を
行

っ
た
。
お
客
様
の
心
に
残
る
作

品
を
目
指
し
て
部
員
一
同
十
月

下
旬
か
ら
稽
古
を
進
め
て
き
た
。

　
本
番
で
は
た
く
さ
ん
の
お
客

様
が
来
場
し
、
自
分
た
ち
の
で

き
る
限
り
の
最
高
の
演
技
で
芝

居
を
行
っ
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
で

の
ダ
メ
出
し
や
感
想
か
ら
は
自

分
た
ち
の
足
り
な
い
も
の
を
教

わ
り
、
自
信
に
も
繋
が
っ
た
。�

　
こ
の
公
演
で
得
た
こ
と
を
活

か
し
、
よ
り

よ
い
芝
居
を

作
っ
て
い
き

た
い
と
思
う
。�

（
社
会
２
・

井
田
宗
幸
）�

　
一
年
間
の
活
動
の
集
大
成
と

し
て
、
定
期
演
奏
会
を
毎
年
開

催
し
て
い
る
。
各
部
員
は
、
ギ

タ
ー
、
ベ
ー
ス
、
ド
ラ
ム
ス
な

ど
の
楽
器
を
手
に
取
り
、
バ
ン

ド
と
し
て
音
楽
活
動
を
し
て
い

く
過
程
で
、
表
現
方
法
や
技
術

を
修
得
し
て
い
る
。
そ
の
成
果

を
披
露
す
る
定
期
演
奏
会
は
、

重
要
な
伝
統
行
事
の
一
つ
で
あ

る
。�

　
第
三
十
五
回
定
期
演
奏
会
は
、

「
ザ
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

を
テ
ー
マ
に
、
部
内
の
予
選
を

勝
ち
抜
い
た
六
つ
の
バ

ン
ド
が
出
演
。
そ
れ
ぞ

れ
が
持
て
る
力
を
全
て

発
揮
し
た
。
今
後
の
課

題
を
見
い
だ
せ
た
者
も

い
る
だ
ろ
う
。
一
過
性

の
単
な
る
「
ラ
イ
ブ
」

で
は
な
く
、
も
う
一
歩

踏
み
込
ん
だ
演
奏
会
と

な
っ
た
。�

（
日
本
文
学
２
・
黒
田
陽
多
郎
）�

ビッグバンドで迫力のある演奏をする学生たち�

ギクシャクした人間関係を表現した現代劇「閑ｃａｎ
ディズ」の１シーン�

１
年
間
の
集
大
成
と
し

て
の
ラ
イ
ブ
を
披
露
す

る
学
生
た
ち�

他大学の論文に目を通し、討論に
備える学生たち�

ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー
で
様
々

な
ジ
ャ
ン
ル
の
音
楽
を
演
奏

す
る
学
生
た
ち�

ビ
ッ
グ
バ
ン
ド
編
成�

聴
衆
と
共
に
楽
し
く�

多
数
の
観
客
に
応
え�

最
高
の
演
技
を
披
露�

発表論文めぐり�
他大学生と討論�

毎日遅くまで練習�
成果発揮でき幸せ�

予選選出の6バンド�
持てる力フルに発揮�

15
代
目
卒
業
公
演�

12
月
10
・
11
日�

ナ
ビ
・
ロ
フ
ト�

第33回リサイタル�
12月27日  天白文化小劇場�

軽音楽部�

ギターアン�
サンブル�

第35回定期演奏会�
12月21日  �
クラブロックンロール�

第36回定期演奏会�
12月3日  �
天白文化小劇場�

フォークソ�
ングクラブ�

演
劇
部�

 

芝 

Ｂ
Ｅ
Ｇ
Ｉ
Ｎ�

Ｔ
Ｈ
Ｅ  

Ｋ
Ｉ
Ｄ�

第
30
回�

名
豊
論
文
大
会�

12
月
18
日 �

愛
知
大
学�

会
計
学
研
究
会�
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部
員
一
人
一
人
が
好
き
な
言

葉
や
詩
を
選
び
、
先
生
や
先
輩

か
ら
指
導
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

自
分
の
気
に
入
っ
た
作
品
が
で

き
あ
が
る
ま
で
練
習
し
た
。�

　
書
に
は
作
者
の
人
格
が
表
れ

る
と
い
う
。
会
場
に
は
部
員
全

員
の
個
性
あ
ふ
れ
る
作
品
が
並

び
、
来
場
さ
れ
た
お
客
様
に
も

楽
し
ん
で
い
た
だ
け
た
と
思
う
。

お
客
様
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
批
評

を
い
た
だ
き
、
私
は
改
め
て
書

の
奥
深
さ
、
す
ば
ら
し
さ
を
感

じ
、
今
後
の
作
品
作
り
に
生
か

し
た
い
と
思

っ
た
。�

　
写
真
部
、

美
術
部
、
書

道
部
の
合
同

企
画
な
の
で
、
期
間
中
ク
ラ
ブ

間
の
交
流
も
深
ま
り
、
良
い
展

覧
会
と
な
っ
た
。�

（
法
律
２
・
田
中
由
華
）�

　
毎
年
三
回
の
公
演
を
行
っ
て

い
る
劇
団
い
か
づ
ち
。
そ
の
中

で
も
九
月
か
ら
練
習
を
続
け
て

き
た
師
走
公
演
は
、
三
回
生
の

引
退
公
演
で
も
あ
り
、
自
然
と

練
習
に
熱
が
入
る
。
自
分
た
ち
、

そ
し
て
お
客
様
が
満
足
で
き
る

よ
う
に
精
一
杯
努
力
を
し
て
き

た
。
本
番
は
恵
ま
れ
た
天
候
で

な
か
っ
た
に

も
関
わ
ら
ず
、

た
く
さ
ん
の

お
客
様
が
来

場
し
、
大
盛

況
に
終
わ
っ
た
。�

　
今
回
の
公
演
で
ま
た
一

つ
成
長
が
で
き
、
多
く
の

こ
と
が
学
べ
た
。
そ
れ
を

糧
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も

も
っ
と
よ
い
公
演
を
し
て

い
き
た
い
。�

（
言
語
表
現
２
・
鷹
見
貴

志
）�

　
梅
美
展
に
は
今
年
も
、
他
の

作
品
展
に
比
べ
二
倍
近
い
サ
イ

ズ
の
作
品
を
出
し
た
。
部
員
は

そ
れ
ぞ
れ
が
決
め
た
テ
ー
マ
に

そ
っ
て
、
こ
だ
わ
り
な
が
ら
、

個
性
を
生
か
し
た

作
品
に
仕
上
げ
た
。�

　
作
品
が
大
き
い

の
で
、
大
き
な
水

槽
に
薬
品
を
入
れ

て
現
像
し
た
。
そ

の
際
、
冷
た
さ
の

あ
ま
り
手
が
霜
焼

け
気
味
に
な
っ
た
が
、

な
ん
と
か
全
員
完

成
す
る
こ
と
が
で

き
た
。�

　
写
真
部
の
部
員
は
、
そ
ん
な

困
難
に
も
負
け
ず
、
や
り
た
い

こ
と
や
個
性
を
突
き
詰
め
た
作

品
を
作
る
の
で
、
次
回
も
面
白

い
も
の
と
な
る
だ
ろ
う
。
ぜ
ひ

御
期
待
を
。�

（
心
理
２
・
小
栗
崇
嗣
）�

　
今
回
の
梅
村
学
園
美
術
展
は
、

部
員
が
皆
、
大
き
め
の
キ
ャ
ン

バ
ス
に
描
い
た
こ
と
で
、
ス
ケ

ー
ル
の
大
き
な
作
品
群
と
な
っ

た
。
作
品
は
ど
れ
も
個
々
人
の

描
き
た
い
も
の
を
う
ま
く
表
現

し
て
い
た
と
思
う
。
ご
来
場
い

た
だ
い
た
お
客
様
の
ア
ン
ケ
ー

ト
か
ら
は
、
高
い
評
価
が
伺
え

た
。
色
彩
鮮
や
か
な

空
想
絵
画
や
繊
細
な

風
景
画
に
、
部
員
そ
れ
ぞ
れ
の

個
性
を
十
分
に
感
じ
て
い
た
だ

け
た
と
思
う
。�

　
今
年
は
写
真
部
、
書
道
部
、

美
術
部
の
三
ク
ラ
ブ
の
力
作
が

一
つ
の
展
示
場
に
並
べ
ら
れ
、

様
々
な
芸
術
が
調
和
し
た
良
い

美
術
展
と
な
っ
た
。�

（
言
語
表
現
２
・
泉
宮
嘉
恵
）�

���

　
英
国
ブ
リ
テ
ン
島
北
部
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
は
、
も
と
は

別
の
王
国
で
、
今
ま
た
地
方

議
会
が
発
足
し
た
複
雑
な
歴

史
を
も
つ
。
住
人
は
ケ
ル
ト

民
族
系
で
、
言
葉
も
違
っ
た
。�

　
本
書
は
、
こ
の
地
の
野
性

的
な
自
然
と
、
独
自
の
風
物
、

暮
ら
し
ぶ
り
か
ら
音
楽
や
映

画
ま
で
を
図
版
や
写
真
と
と

も
に
紹
介
し
て
い
る
。�

「
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
英
語
」

「
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ケ
ル
マ
ン
」

の
項
は
板
倉
厳
一
郎
教
養
部

助
教
授
執
筆
。�

　
編
著
者
は
国
際
英
語
学
部

教
授
。
河
出
書
房
新
社
刊
。

本
体
一
、
八
〇
〇
円
。�

����

　
こ
れ
は
単
な
る
理
論
の
集

積
で
は
な
く
、日
本
の
歩
み

と
世
界
の
変
化
に
対
応
し
た

実
践
的
課
題
を
念
頭
に
編
纂

さ
れ
た
。理
論
・
歴
史
・
地
域
・

政
策
・
日
本
外
交
の
五
分
野

を
柱
に
二
四
一
二
項
目
を
収

め
、北
朝
鮮
・
台
湾
・
靖
国
等

を
は
じ
め
、防
衛
庁
・
米
軍
基

地
問
題（
佐
道
）、ア
ジ
ア
歴

史
資
料
セ
ン
タ
ー・
植
民
地（
浅

野
）等
も
凝
縮
し
て
紹
介
。

筆
者
別
と
項
目
別
の
索
引
で

縦
横
に
読
め
ば
時
を
忘
れ
る
。�

　
四
百
人
の
執
筆
者
の
う
ち

二
人
は
教
養
部
教
授（
浅
野
）、

総
合
政
策
学
部
教
授（
佐
道
）。

弘
文
堂
刊
。
本
体
二
〇
、
〇

〇
〇
円
。�

���

　
筆
者
が
昨
年
秋
に
上
梓
し

た
『
実
務
労
働
法
Ⅰ
』
の
姉

妹
編
。
集
団
的
労
使
関
係
法

の
体
系
書
で
、
同
法
領
域
の

全
て
の
問
題
を
カ
バ
ー
し
、

重
要
争
点
判
例
の
リ
ー
デ
ィ

ン
グ
ケ
ー
ス
や
最
新
の
も
の

を
ほ
と
ん
ど
紹
介
し
て
い
る
。

『
Ⅰ
』
と
併
読
す
れ
ば
、
労

働
法
の
全
体
像
を
体
系
的
に

捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、

学
部
・
大
学
院
、
ロ
ー
ス
ク

ー
ル
の
教
科
書
、
社
会
保
険�

〈
10
面
７
段
目
へ
続
く
〉�

著
書
紹
介�

小栗さんの作品「Bye The Day」�

泉宮さんの作品「醒悟」�

主人公の運命がくるりくるりと廻る物語
「まつりのあと」を演じる学生たち�

犬
飼
め
ぐ
み

さ
ん（
商
３
）の

作
品
「
自
詩
」�

三
回
生
の
引
退
公
演�

努
力
報
わ
れ
大
盛
況�

幾
度
も
書
き
直
し
て�

他
展
の
倍
サ
イ
ズ
で�

個性あふれて�

力
作
揃
い 
梅
美
展�

第
44
回�

美
術
部�

書
道
部�

写
真
部�

師
走
公
演�

12
月
3
・
4
日�

ナ
ビ
・
ロ
フ
ト�

12
月
14
〜
19
日�

名
古
屋
市
博
物
館�

演
劇
部�

劇
団 

い
か
づ
ち�

�

図
説
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド�

�

岩
田
　
託
子
他
編
著�

国
際
政
治
事
典�

�

浅
野
　
豊
美�

佐
道
　
明
広
　
他
執
筆�

実
務
労
働
法
Ⅱ�

�

橋
詰
　
洋
三
著�
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労
務
士
の
研
修
教
材
等
に
広

く
活
用
さ
れ
て
い
る
。�

　
著
者
は
法
務
研
究
科
長（
ロ

ー
ス
ク
ー
ル
院
長
）で
全
国

社
会
保
険
労
務
士
会
連
合
会

法
律
顧
問
。
社
団
法
人
全
国

労
働
基
準
関
係
団
体
連
合
会

刊
。
本
体
三
、
〇
〇
〇
円
。�

�������

　
本
書
は
、
登
山
、
航
海
、

内
部
へ
の
沈
潜
と
い
っ
た
人

間
の
移
動
行
為
の
あ
り
よ
う

を
、
文
学（
時
空
克
服
の
最

良
の
手
段
で
あ
る
「
言
葉
」

を
最
大
限
に
生
か
す
営
み
）

の
中
に
探
る
試
み
で
あ
る
。

伊
、仏
、露
、英
、印
の
具
体
的

な
場
と
文
学
を
め
ぐ
り
、
約

七
百
年
の
時
を
さ
か
の
ぼ
る
。

作
品
内
外
の
多
層
的
な
移
動

を
、
読
む
行
為
、
書
く
行
為

と
共
振
さ
せ
、
そ
れ
ら
を
一

体
化
す
る
こ
と
を
め
ざ
す
。�

　
著
者
は
い
ず
れ
も
教
養
部

教
授
。
そ
れ
ぞ
れ
仏
語
、
露

語
、
英
語
を
教
え
て
い
る
。

勁
草
書
房
刊
。
本
体
三
、
三

〇
〇
円
。�

������

　
ア
ジ
ア
共
同
体
等
の
冷
戦

後
の
世
界
認
識
の
あ
り
方
を
、

か
つ
て
の
帝
国
日
本
を
支
え

て
い
た
学
問
と
そ
の
実
践
か

ら
問
い
返
す
。
近
年
一
世
を

風
靡
し
た
『
岩
波
講
座
近
代

日
本
と
植
民
地
』
の
姉
妹
編
。

全
八
巻
の
初
巻
と
な
る
本
書

は
政
治
学･

法
学･

植
民
政
策

学
が
、
国
内
・
国
際
の
二
分

法
で
理
解
不
能
な
重
層
的
秩

序
と
し
て
の
帝
国
を
い
か
に

顕
現･

機
能
さ
せ
た
か
を
八

人
で
問
う
。
巻
末
文
献
解
題

は
諸
学
の
財
産
目
録
的
存
在
。�

　
共
著
者
は
教
養
部
教
授
。

岩
波
書
店
刊
。
本
体
四
、
八

〇
〇
円
。�

　
悪
質
な
商
法
に
よ
る
大
学
生

の
被
害
も
多
発
し
て
い
ま
す
。

被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
く
れ

ぐ
れ
も
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。�

　
悪
質
商
法
に
は
、
儲
け
話
が

あ
る
な
ど
と
誘
っ
て
高
価
な
商

品
を
買
わ
せ
、
別
の
買
い
手
も

探
さ
せ
る
マ
ル
チ
商
法
・
マ
ル

チ
ま
が
い
商
法
、
甘
い
誘
い
文

句
で
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
契
約

を
結
ば
せ
る
ア
ポ
イ
ン
ト
商
法

（
デ
ー
ト
商
法
）
、
資
格
取
得

の
高
額
な
教
材
を
売
り
つ
け
る

資
格
商
法
、
勝
手
に
商
品
を
送

り
つ
け
て
代
金
を
請
求
す
る
ネ

ガ
テ
ィ
ブ
オ
プ
シ
ョ
ン
（
送
り

つ
け
販
売
）
、
ア
ン
ケ
ー
ト
な

ど
を
装
う
キ
ャ
ッ
チ
（
セ
ー
ル

ス
）
商
法
な
ど
、
多
種
多
様
な

も
の
が
あ
り
、
学
生
の
皆
さ
ん

を
狙
っ
て
い
ま
す
。�

　
被
害
に
遭
っ
た
り
、
不
審
に

思
っ
た
場
合
な
ど
は
、
最
寄
り

の
警
察
署
や
消
費
生
活
セ
ン
タ

ー
、
学
生
課
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。
　
　
　
　
（
学
生
課
）�

　
体
育
会
の
第
三
十
九
回
リ
ー

ダ
ー
ズ
キ
ャ
ン
プ
が
、
二
月
十

三
―
十
五
日
に
三
重
県
志
摩
市

で
行
わ
れ
た
。�

　
今
回
は
「
結
束
」
を
テ
ー
マ

に
、
ク
ラ
ブ
同
士
の
交
流
を
深

め
る
に
は
ど
う
す
べ
き
か
を
話

し
合
い
、
加
盟
ク
ラ
ブ
の
主
将
・

主
務
ら
は
真
剣
に
取
り
組
ん
で

い
た
。�

　
ウ
ェ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
部

顧
問
で
学
生
課
職
員
の
加
藤
正

雄
さ
ん
が
、
現
役
時
代
の
経
験

を
も
と
に
、
仲
間
と
の
結
束
や

挑
戦
す
る
こ
と
の
大
切
さ
に
つ

い
て
講
演
し
て
く
だ
さ
り
、
と

て
も
参
考
に
な
っ
た
。�

　
各
ク
ラ
ブ
が
今
回
の
リ
ー
ダ

ー
ズ
キ
ャ
ン
プ
で
得
た
も
の
を

生
か
し
て
、
ク
ラ
ブ
同
士
の
結

束
を
さ
ら
に
強
い
も
の
に
し
て

欲
し
い
と
思
う
。�

（
体
育
１
・
小
谷
直
也
）�

　
本
学
は
、
徳
川
美
術
館
（
名

古
屋
市
東
区
徳
川
町
）
と
メ
ン

バ
ー
シ
ッ
プ
契
約
を
結
ん
で
い

ま
す
。
学
生
の
皆
さ
ん
は
「
学

生
証
」

を
提
示

し
無
料

で
入
館

で
き
ま
す
。�

　
徳
川
美
術
館
は
家
康
の
遺
品

を
中
心
に
徳
川
家
ゆ
か
り
の
美

術
品
な
ど
一
万
数
千
件
を
収
蔵
。

「
源
氏
物
語
絵
巻
」
を
始
め
と

す
る
国
宝
九
件
、
重
要
文
化
財

五
十
七
件
、
重
要
美
術
品
四
十

六
件
を
含
み
、
順
次
公
開
し
て

い
ま
す
。
月
曜
休
館
。�

（
学
生
課
）�

　
私
た
ち
文
化
会
は
、
二
月
五

―
七
日
、
冬
季
リ
ー
ダ
ー
ズ
キ

ャ
ン
プ
を
静
岡
県
浜
松
市
館
山

寺
で
開
催
し
た
。�

　
今
回
は
ク
ラ
ブ
間
の
交
流
と

話
し
合
い
を
目
的
に
行
い
、
各

ク
ラ
ブ
の
会
員
は
、
新
入
生
の

勧
誘
の
あ
り
方
や
ク
ラ
ブ
の
運

営
方
法
な
ど
に
つ
い
て
、
積
極

的
に
意
見
交
換
を
行
っ
た
。
染

物
等
の
体
験
教
室
な
ど
を
通
じ
、

他
の
ク
ラ
ブ
員
と
の
交
流
も
盛

ん
に
行
わ
れ
た
。
と
て
も
有
意

義
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
た
と
思
う
。�

　
参
加
し
た
文
化
会
会
員
の
皆

さ
ん
が
、
こ
の
リ
ー
ダ
ー
ズ
キ

ャ
ン
プ
で
得
た
こ
と
を
、

今
後
の
ク
ラ
ブ
活
動
や
、

学
生
生
活
に
役
立
て

る
こ
と
を
役
員
一
同

願
っ
て
い
る
。�

（
経
営
３
・
山
本
　
遼
）�

　
豊
田
キ
ャ
ン
パ
ス
の
文
化
会

演
劇
部「
○
Ｂ
Ｅ
Ｇ
Ｉ
Ｎ 

Ｔ
Ｈ

Ｅ 

Ｋ
Ｉ
Ｄ
」
の
部
員
た
ち
が

一
月
二
十
八
日
、
豊
田
市
能
楽

堂
で
開
か
れ
た
「
障
害
者
の
消

費
生
活
ト
ラ
ブ
ル
と
そ
の
支
援

に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
に

招
か
れ
、
演
技
で
一
役
買
っ
た
。�

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
障
害
を

持
つ
人
た
ち
を
悪
質
商
法
か
ら

守
ろ
う
と
、
豊
田
市
福
祉
事
業

団
な
ど
が
主
催
し
た
。
演
劇
部

員
は
六
人
（
社
会
三
人
、
情
報

三
人
）
が
参
加
し
、
催
眠
商
法

や
マ
ル
チ
商
法
な
ど
の
加
害
者

や
被
害
者
の
役
を
演
じ
て
、
観

客
の
障
害
者
や
家
族
ら
に
悪
質

商
法
の
手
口
を
分
か
り
や
す
く

伝
え
た
。�

　
学
生
ら
の
演
技
は
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開

催
に
協
力
し
た
情

報
科
学
部
の
曽
我

部
哲
也
助
手
や
研

究
室
の
学
生
た
ち

に
よ
っ
て
ビ
デ
オ

に
収
め
ら
れ
た
。

ビ
デ
オ
は
複
写
さ

れ
て
全
国
の
障
害

者
団
体
な
ど
に
配

布
さ
れ
る
。�

芝�

著
書
紹
介�
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文
学
部
言
語
表
現
学
科
二
年

の
後
藤
美
保
子
さ
ん
は
、
中
日

新
聞
の
学
生
記
者
と
し
て
、
大

学
生
の
活
動
な
ど
を
伝
え
る
紙

面『
學
生
之
新
聞
』（
火
曜
掲
載
）

の
制
作
に
携
わ
っ
て
い
る
。�

　
学
生
記
者
を
始
め
て
一
年
に

な
る
後
藤
さ
ん
は
「
書
い
た
記

事
が
新
聞
に
載
っ
た
時
は
と
て

も
嬉
し
い
。
大
学
生
の
日
本
に

対
す
る
意
識
や
環
境
問
題
に
つ

い
て
、
紙
面
で
表
現
し
て
い
き

た
い
」
と
意
欲
的
だ
。�

　
一
月
十
日
新
春
特
別
版
で
は
、

成
人
の
日
に
合
わ
せ
て
「
ハ
タ

チ
の
座
談
会
」
の
司
会
と
編
集

を
担
当
し
た
。
そ
の
時
の
題
字

『
學
生
之
新
聞
』
も
、
後
藤
さ

ん
が
毛
筆
で
書
い
た
。�

　
後
藤
さ
ん
は
「
伝
え
た
い
こ

と
を
活
字
で
伝
え
ら
れ
る
能
力

を
身
に
付
け
た
い
」
「
他
の
学

生
の
皆
さ
ん
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の

方
法
で
自
分
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
を

発
信
で
き
た
ら
、
そ
れ
は
と
て

も
素
敵
な
こ
と
だ
し
、
生
活
が

色
づ
く
契
機
に
な
る
の
で
は
」

と
話
し
て
い
る
。�

　
中
日
新
聞
の
学
生
記
者
と
し

て
活
動
し
て
い
る
本
学
の
学
生

は
現
在
、
言
語
表
現
学
科
を
中

心
に
六
人
。
こ
れ
か
ら
も
、
中

京
大
生
の
記
事
が
紙
面
を
飾
る
。�

　
百
歳
直
前
の
曾
祖
母
を
デ
ジ

カ
メ
で
追
っ
た
小
橋
梨
恵
さ
ん

の
作
品
は
、
訪
れ
る
人
た
ち
の

笑
み
を
誘
っ
た
。�

　
曾
祖
母
の
一
枝
さ
ん
は
一
九

〇
六
年
三
月
生
ま
れ
。
数
年
前

か
ら
施
設
で
暮
ら
し
て
い
る
。�

　
梨
恵
さ
ん
は
一
昨
年
六
月
か

ら
一
枝
さ
ん
の
撮
影

を
始
め
た
。
「
カ
メ

ラ
を
向
け
る
と
素
敵

な
笑
顔
が
返
っ
て
き
た
。
私
の

こ
と
も
分
か
ら
な
く
な
っ
て
い

た
が
、
カ
メ
ラ
な
ら
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
で
き
る
と
思
っ
て
」
。�

　
施
設
に
通
っ
て
写
し
た
作
品

は
、
大
き
な
パ
ネ
ル
写
真
、
七

十
㌻
の
写
真
集（
製
本
）、写
真

帳
に
し
て
展
示
し
た
。
「
深
い

皺
を
赤
ち
ゃ
ん
の
よ
う
な
微
笑

み
で
包
ん
だ
優
し
さ
に
満
ち
た

写
真
ば
か
り
」
と
好
評
だ
っ
た
。�

�

　
商
学
部
四
年
柴
田
俊
樹
さ
ん
は
、
外
国
語
の
単
語
を
ゲ
ー

ム
感
覚
で
学
習
す
る
装
置
「
Ｓ
―
Ｃ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
」
を
考
案

し
、
昨
年
八
月
に
実
用
新
案
と
し
て
特
許
庁
に
登
録
し
た
。�

　
Ｓ
―
Ｃ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
は
、
外
国
語
単
語
を
楽
し
く
、
能
率

よ
く
覚
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
方
式
を
採
り
入

れ
た
の
が
特
徴
。

幅
広
い
年
齢
層

に
支
持
さ
れ
る

学
習
装
置
と
し

て
、
協
力
者
の

友
人
と
製
品
化
を
目
指

し
て
企
業
に
売
り
込
み

中
だ
。�

　
実
用
新
案
は
特
許
と

同
じ
よ
う
な
制
度
で
、

技
術
的
に
高
度
で
は
な

い
物
品
の
発
明
（
小
発

明
）
を
対
象
と
し
て
い

る
。
権
利
期
間
は
最
長

十
年
と
短
い
が
、
登
録

費
用
は
安
価
で
あ
る
。�

　
柴
田
さ
ん
は
、「
知
的
財
産
に
は
大
き
な
夢
が
詰
ま
っ
て
い

る
し
、ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
が
潜
ん
で
い
る
。
後
輩
の
皆
さ
ん

も
、こ
ん
な
物
が
あ
っ
た
ら
い
い
な
と
思
い
、ア
イ
デ
ア
が
浮

か
ん
だ
ら
具
体
化
し
よ
う
。
自
分
た
ち
の
ア
イ
デ
ア
で
多
く

の
人
を
幸
せ
に
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
」と
話
し
て
い
る
。�

　
十
二
月
十
四
日
、
豊
田
市
民

文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
で
体
育
学

部
十
七
年
度
創
作
舞
踊
発
表
会

を
催
し
、
舞
踊
Ⅰ
、
舞
踊
Ⅱ
の

授
業
を
履
修
中
の
学
生
が
、
授

業
で
学
ん
だ
表
現
力
、
ダ
ン
ス

の
楽
し
さ
な
ど
を
披
露
し
た
。�

　
授
業
で
行
わ
れ
る
オ
ー
デ
ィ

シ
ョ
ン
を
通
っ
た
チ
ー
ム
の
み

が
舞
台
に
立
つ
こ
と
が
出
来
る

だ
け
に
、
出
演
者
は
熱
く
、
強

い
思
い
を
持
っ
て
踊
り
込
ん
だ
。

授
業
作
品
十
五
に

加
え
、体
育
会
ダ

ン
ス
部
や
新
体
操

部
、
有
志
の
学
生

ら
に
よ
る
十
作
品

も
会
を
盛
り
上
げ
、

出
演
者
・
ス
タ
ッ

フ
・
観
客
が
一
体

と
な
っ
た
感
動
的

な
発
表
会
だ
っ
た
。

（
実
行
委
員
長
・

体
育
４
・
高
橋
依

里
）�

　
今
年
で
三
回
目
と
な
る
情
報

科
学
部
メ
デ
ィ
ア
科
学
科
卒
業

制
作
展
と
、
初
の
大
学
院
メ
デ

ィ
ア
科
学
専
攻
修
了
制
作
展
が

二
月
七
日
か
ら
二
十
六

日
に
か
け
て
名
古
屋
キ

ャ
ン
パ
ス
の
Ｃ
・
ス
ク

エ
ア
で
開
催
さ
れ
た
。�

　
在
学
中
の
成
果
を
ア
ー
ト
作

品
と
い
う
形
で
発
表
し
て
い
る

卒
業
制
作
展
で
は
、
写
真
・
映

像
・
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
・

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど
、
ア
ー

ト
と
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
融
合
し

た
、
触
れ
て
参
加
す
る
こ
と
が

で
き
る
作
品
を
多
く
の
来
場
者

に
見
て
い
た
だ
い
た
。
こ
の
経

験
を
も
と
に
卒
業
後
も
様
々
な

分
野
で
全
力
を
尽
く
し
て
い
く

覚
悟
で
あ
る
。�

（
メ
デ
ィ
ア
４
・
井
藤
雄
一
）�

　
　
　
　
　
悪
質
商
法�

曾祖母を写した作品の前の小橋さん�

中日新聞の『學生
之新聞』ハタチの
座談会の紙面�

実用新案登録証と学習装置
S-CLINICを示す柴田さん�

「
舞
踊
」
の
授

業
で
学
ん
だ
成

果
を
披
露
す
る

学
生
た
ち�

後藤さん�

言語表現学科生ら�

〝学生記者〟で活躍�〝学生記者〟で活躍�
在
学
中
の
成
果
問
う�

卒
業
、大
学
院
修
了
制
作
展�

後藤美保子さん�
は座談会司会も�メディア科学�

笑
み
誘
う
作
品
も�

小
橋
梨
恵
さ
ん
の�

パ
ネ
ル
、
写
真�

外
国
単
語
学
習
で�

実
用
新
案
の
登
録�

創作舞踊発表会�体育�
学部�
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さ
ん（
商
４
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有
志
ら
も
参
加�
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法
学
部
九
二
年
卒
の
中
村
俊

介
さ
ん
が
単
行
本
「
『
ど
こ
ま

で
Ｏ
Ｋ
？
』
迷
っ
た
と
き
の
ネ

ッ
ト
著
作
権
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」

（
翔
泳
社
刊
）
を
出
し
た
。�

　
中
村
さ
ん
は
静
岡
県
浜
松
市
、

は
ま
き
た
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
の
宿

泊
室
長
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

趣
味
の
サ
イ
ト
を
運
営
し
て
い

て
、
肖
像
権
や
著
作
権
の
問
題

に
ぶ
つ
か
っ
た
た
め
、
勉
強
す

る
傍
ら
、
初
心
者
向
け
「
し
ゅ

ん
し
ゅ
ん
の
著
作
権
講
座
」
を

開
設
、
さ
ら
に
本
に
ま
と
め
た
。�

　
大
学
で
は
榊
原
豊
教
授
の
ゼ

ミ
で
民
事
訴
訟
法
を
専
攻
。
著

作
に
あ
た
っ
て
も
監
修
者
の
紹

介
な
ど
で
指
導
を
受
け
た
。
税

込
価
格
一
、
七
六
四
円
。�

　
教
職
に
就
い
た
同
窓
生
の
組

織
、
学
校
部
会
が
三
重
、
静
岡

両
県
支
部
に
設
立
さ
れ
、
既
設

の
愛
知
、
福
井
両
県
を
合
わ
せ
、

計
四
県
支
部
に
増
え
た
。�

　
三
重
県
学
校
部
会
の
設
立
総

会
は
二
月
二
十
五
日
、
松
阪
市

の
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
、
支
部
の

教
員
五
十
四
人
が
出
席
。
部
会

長
に
三
重
県
立
明
野
高
校
の
橘

章
夫
先
生
（
七
二
年
体
育
卒
）

を
選
ん
だ
。�

　
静
岡
県
学
校
部
会
の
設
立
総

会
は
三
月
四
日
、
静
岡
県
の
ホ

テ
ル
で
開
催
、

二
十
四
人
が

出
席
し
て
部

会
長
に
清
水

国
際
高
校
の
山
梨
繁
先
生（
七

二
年
商
卒
）
を
選
ん
だ
。�

　
両
総
会
に
は
梅
村
清
弘
総
長

や
鈴
木
綱
男
理
事
・

校
友
会
本
部
長
ら
も

出
席
し
、
部
会
発
足

を
祝
っ
た
。�

　
三
月
二
十
三
日
に
甲
子
園
球

場
で
開
幕
し
た
第
七
十
八
回
選

抜
高
校
野
球
大
会
に
本
学
Ｏ
Ｂ

監
督
四
人
が

出
場
し
て
い

る
。�

　
石
川
県
立

金
沢
桜
丘
高

校
の
山
田
斉

監
督
（
八
三

年
体
育
卒
）、
滋
賀
県
立
北
大

津
高
校
の
宮
崎
裕
也
監
督
（
八

四
年
体
育
卒
）
、
岡
山
県
立
岡

山
東
商
業
高
校
の
木
村
大
監
督

（
八
六
年
体
育
卒
）
、
愛
知
啓

成
高
校
（
愛
知
県
）
の
岡
田
敬

三
監
督（
八
七
年

体
育
卒
）
の
四
人
。�

　
愛
知
啓
成
高

校
の
岡
田
監
督
は
、

稲
沢
女
子
高
校

か
ら
〇
一
年
に

男
女
共
学
に
な
り
、

野
球
部
が
で
き
た
愛
知
啓
成
高

校
を
五
年
目
で
甲
子
園
出
場
に

導
い
た
。�

授
業
料�

教
育
充
実
費�

実
験
実
習
費�

体育学部特別施設設備費�

入学金�
１年生� 2年生� 3年生� 4年生�学年�項目�

50,000

200,000

50,000 50,000 50,000

合
計�

オリエンテー�
ション実習費�

海外研修費�
文学部� 6,000
国際英語学部（国際英語）� 250,000 350,000

社会・法・経済・経営  学部�
文学部�
国際英語学部（国際英語）�
国際英語学部（英米文化）�
心理学部�
総合政策学部�
商学部�
情報理工学部�
情報科学部�
生命システム工学部�
体育学部�

725,000
745,000
755,000
745,000
780,000
775,000

855,000

850,000
810,000

735,000
755,000
765,000
755,000
790,000
785,000

860,000
860,000
820,000

735,000
755,000
765,000
755,000
790,000

735,000

860,000
860,000
820,000

740,000
760,000
770,000
760,000
795,000

740,000

865,000

825,000
社会・法・経済・経営  学部�
文学部�
国際英語学部（国際英語）�
国際英語学部（英米文化）�
心理学部�
総合政策学部�
商学部�
情報理工学部（情報システム工・情報知能）�
情報理工学部（情報メディア工）�
情報科学部（情報科・認知科）�
情報科学部（メディア科）�
生命システム工学部�
体育学部�

220,000
220,000
270,000
230,000
265,000
220,000

300,000
335,000

335,000
290,000

215,000
215,000
265,000
225,000
260,000
215,000

295,000
330,000
330,000
285,000

215,000
215,000
255,000
225,000
260,000

215,000

295,000
330,000
330,000
285,000

215,000
215,000
245,000
225,000
260,000

215,000

295,000
325,000

285,000

心理学部�
経営学部�
情報理工学部（情報システム工・情報知能）�
情報理工学部（情報メディア工）�
情報科学部�
生命システム工学部�
体育学部�

30,000
30,000
60,000
95,000

60,000
40,000

10,000

60,000
60,000
20,000

10,000

60,000
60,000
20,000

10,000

60,000

20,000

社会・法・経済  学部�
文学部�
国際英語学部（国際英語）�
国際英語学部（英米文化）�
心理学部�
経営学部�
総合政策学部�
商学部�
情報理工学部（情報システム工・情報知能）�
情報理工学部（情報メディア工）�
情報科学部（情報科・認知科）�
情報科学部（メディア科）�
生命システム工学部�
体育学部�

1,145,000
1,171,000
1,475,000
1,175,000
1,275,000
1,175,000
1,195,000

1,415,000
1,485,000

1,445,000
1,390,000

950,000
970,000

1,380,000
980,000

1,060,000
950,000

1,000,000

1,215,000
1,250,000
1,250,000
1,175,000

950,000
970,000

1,020,000
980,000

1,060,000
950,000

950,000

1,215,000
1,250,000
1,250,000
1,175,000

955,000
975,000

1,015,000
985,000

1,065,000
955,000

955,000

1,220,000
1,250,000

1,180,000

三
重
県
学
校
部
会
の
設
立
総
会
に

出
席
し
た
皆
さ
ん�

出
版
し
た
本
を
手
に
す
る
中
村
さ
ん�

静
岡
県
学
校
部
会
の
設
立
総
会
に

出
席
し
た
皆
さ
ん�

同
窓
会
支
部
の
┐
学
校
部
会
└�

三
重
、
静
岡
で
も
設
立�

本
学
Ｏ
Ｂ
の�

監
督
が
４
人�

三
重
　
部
会
長�
橘
　
章
夫
先
生�

県
立
明
野
高
校�

（
七
二
年
体
育
卒
）�

静
岡
　
部
会
長�
山
梨
　
繁
先
生�

清
水
国
際
高
校�

（
七
二
年
　
商
卒
）�

（単位・円）�2006年度  在学生の学費�

選
抜
高
校
野
球�

ネット著作権で�
単行本を出版�
ＯＢ・中村俊介さん�

（92年法卒）�
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現
代
文
明
の
変
化
は
、
Ｉ
Ｔ

革
命
の
出
現
に
盡
き
る
と
い
っ

て
よ
い
。
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
・
パ
ソ
コ

ン
・
携
帯
電

話
…
…
。
マ

ニ
ュ
ア
ル
と
と
も
に
こ
れ
ら
の

機
械
が
急
激
に
氾
濫
し
た
。
便

利
に
な
っ
た
が
、
な
い
と
何
も

で
き
な
い
。
機
械
に
使
わ
れ
て

は
駄
目
だ
。
上
手
に
使
っ
て
こ

そ
未
来
は
拓
け
る
。�

　
仕
事
と
は
己
が
生
命
を
人
の

た
め
に
捧
げ
、
人
の
生
命
の
お

役
に
立
て
る

こ
と
で
あ
る
。

我
々
は
限
り

な
い
人
々
の

仕
事
の
お
陰

で
生
か
さ
れ
て
い
る
。
感
謝
。

感
謝
す
る
と
き
心
が
生
ま
れ
る
。

決
し
て
金
儲
け
の
た
め
に
生
き

て
は
な
ら
ぬ
。
ど
う
か
そ
う
心

得
ら
れ
よ
。
諸
君
の
生
命
が
大

い
に
輝
く
こ
と
を
祈
る
。�

　
大
学
に
お
い
て
修
得
し
て
ほ

し
い
こ
と
は
、
専
門
的
知
識
の

み
で
な
く
、

深
く
か
つ
広

い
教
養
、
つ

ま
り
人
類
の

知
恵
と
人
間

理
解
の
た
め
の
教
養
で
あ
る
。

こ
う
し
た
理
解
が
あ
っ
て
こ
そ
、

専
門
的
知
識
や
専
門
的
技
術
を

必
要
な
と
き
に
、
必
要
な
と
こ

ろ
に
、
必
要
な
だ
け
用
い
る
こ

と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。�

　
国
際
文
化
論
の
ク
ラ
ス
が
私

に
と
っ
て
一
番
面
白
く
、
か
つ
、

負
担
に
感
ず

る
も
の
で
あ

っ
た
。
学
生

の
真
剣
味
に

圧
倒
さ
れ
て

い
た
の
だ
。�

「
国
際
化
」
に
雁
字
搦
め
に
さ

れ
な
い
為
に
は
二
千
年
に
わ
た

る
日
本
文
化
で
自
己
確
立
を
せ

ね
ば
な
ら
ぬ
。
毎
夏
の
米
国
遊

学
で
の
結
論
也
。�

　
人
間
が
社
会
を
構
成
し
、
そ

の
中
で
一
人
一
人
が
、
自
分
の

一
生
を
し
ょ

っ
て
生
き
て

い
く
こ
と
に
、

ど
れ
だ
け
の

意
味
が
あ
る

か
、
ど
れ
だ
け
の
値
打
ち
が
あ

る
か
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、

誰
も
明
確
に
答
え
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
『
君
た
ち
は
ど
う
生

き
る
の
か
』
（
岩
波
文
庫
）
の

一
読
を
推
奨
し
た
い
。�

　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
に
携
わ
っ
て

四
十
三
年
、
指
導
者
と
し
て
、

今
を
大
切
に
、

過
去
は
戻
ら

な
い
し
、
や

っ
て
こ
な
い

明
日
を
あ
て

に
す
る
な
を
念
頭
に
お
い
て
戦

っ
て
き
た
。
こ
こ
に
お
釈
迦
さ

ま
の
言
葉
を
贈
る
。�

　
過
ぎ
去
る
を
追
う
な
か
れ�

　
　
未
だ
来
た
ら
ざ
る
を�

　
想
う
こ
と
な
か
れ�

　
修
身
斉
家
治
国
平
天
下
、
今

で
は
人
格
を
高
め
家
を
お
さ
め

組
織
社
会
に

貢
献
す
る
こ

と
で
あ
る
。

大
学
は
専
門

的
知
識
の
習

得
と
共
に
人
格
形
成
の
場
で
あ

る
。
自
由
と
責
任
あ
る
自
己
の

判
断
、
基
準
に
よ
り
定
め
た
目

標
に
粉
骨
砕
身
最
善
の
努
力
を

払
う
能
力
と
忍
耐
力
を
養
う
こ

と
が
最
も
重
要
で
あ
る
。�

　
私
は
こ
の
度
、
「
公
益
法
人
研

究
学
会
」
と
い
う
発
足
し
て
数
年

の
新
し
い
学
会
に
入
会
し
た
。
残

る
年
月
は
少
な
い
が
、
今
後
の
や

り
残
し
の
仕
事
の
た
め
と
、
第
二

の
人
生
の
励
み
に
し
た
い
と
思
っ

た
の
だ
。
我
々
は
老
い
も
若
き
も

人
生
の
節
目
節
目

を
大
事
に
し
て
い

き
た
い
。
諸
君
も

人
生
の
節
目
大
切

に
！�

　
ど
ん
な
に
科
学
技
術
が
発
達
し

て
も
太
古
か
ら
太
陽
は
東
か
ら
昇

り
西
に
沈
む
。
ま
た
、先
人
は
「
歳

月
人
を
待
た
ず
」
と
言
っ
た
。
私

は
若
い
人
に
「
今
し
か
で
き
な
い

こ
と
を
せ
よ
」と
い
い
た
い
。「
若

さ
」
は
何
も
の
に
も
優
る
宝
で
あ

る
。
今
の
う
ち

に
臆
せ
ず
夢
に

向
か
っ
て
や
っ

て
み
る
こ
と
を

奨
め
る
。�

　
明
治
生
ま
れ
の
父
は
、
息
子
が

「
だ
っ
て
」
と
口
走
る
と
「
だ
っ

て
は
よ
し
な
さ
い
」
と
一
言
い
っ

て
口
を
閉
じ
た
。
そ
の
沈
黙
が
実

に
怖
か
っ
た
。�

　
お
陰
で
息
子
も
少
し
は
し
ゃ
ん

と
し
た
よ
う
に
思
う
。
諸
君
も
、

「
だ
っ
て
…
…
」

と
言
い
た
く
な

っ
た
ら
黙
る
、

と
い
う
の
を
や

っ
て
み
な
い
か
。�

　
我
々
は
常
に
何
ら
か
の
選
択
を

し
つ
つ
生
き
て
い
る
。
無
意
識
的

選
択
も
多
い
。
し
か
し
未
来
に
関

わ
る
選
択
に
は
必
ず
い
ま
何
が
大

切
な
の
か
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

目
の
前
の
こ
と
だ
け
に
流
さ
れ
ず

に
、
い
ま
何
が
大
切
な
の
か
を
考

え
る
力
を
働
か

せ
る
こ
と
、
そ

れ
を
心
の
す
み

に
お
い
て
い
て

ほ
し
い
。�

　
何
事
に
も
や
る
気
が
大
切
。
そ

れ
な
く
し
て
成
果
は
な
い
。
や
れ

そ
う
だ
の
自
信
を
持
つ
こ
と
が
や

る
気
の
始
ま
り
。
自
分
の
や
っ
て

い
る
こ
と
に
自
信
を
持
ち
、
努
力

を
す
れ
ば
成
果
を
上
げ
ら
れ
る
と

い
う
確
信
を
持
っ
た
日
々
を
送
る

こ
と
を
勧
め
た
い
。

そ
れ
に
対
し
て

実
行
し
な
け
れ

ば
何
の
成
果
も

な
い
。�

　3月末で専任教員12人が定年・選択定年で
退職される。長年、学生を指導し、苦楽を共
にしてきた教員の皆さんに、「学生に贈る言葉」
を書いていただいた。�

　
中
京
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、

各
学
部
、
大
学
院
研
究
科
の
教

育
の
概
要
、
入
試
案
内
、
学
生

生
活
な
ど
大
学
全
般
の
最
新
情

報
を
満
載
し
て
い
ま
す
。�

　
中
京
大
学
の
情
報
・
ニ
ュ
ー

ス
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧

く
だ
さ
い
。�

定年等退職12教員�
学生に贈る言葉�
定年等退職12教員�
学生に贈る言葉�

空
井
　
健
三�

（
心
理
学
部
教
授
）�

増
原
　
啓
司�

（
法
学
部
教
授
）�

都
村
　
敦
子�

（
経
済
学
部
教
授
）�

本
多
　
秀
英�

（
教
養
部
教
授
）�

小
泉
　
　
明�

（
商
学
部
教
授
）�

高
橋
　
良
造�

（
商
学
部
教
授
）�

木
村
　
　
泉�

（
情
報
科
学
部
教
授
）�

伊
藤
　
忠
夫�

（
教
養
部
教
授
）�

小
林
　
義
雄�

中
京
大
学
の
情
報
は�

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も�

（
教
養
部
教
授
）�

伊
藤
　
紀
彦�

（
法
学
部
教
授
）�

安
田
　
幹
夫�

（
体
育
学
部
特
任
講
師
）�

大
岩
　
弘
和�

（
商
学
部
教
授
）�

中 京 大 学 広 報� 2006年3月29日（水）�（13）�第147号�



　
法
学
部
に
一
月
二
十
八
日
、

著
名
な
近
代
洋
画
家
・
故
石
河

彦
男
画
伯（
元
光
風
会
評
議
員
・

日
展
会
員
・
名
古
屋
芸
術
大
学

教
授
）
の
ご
子
息
、
晄
一
郎
さ

ん
か
ら
、
名
作
「
漁
村
の
丘
」

（
六
三
年
日
展
出
品
）
な
ど
同

画
伯
の
洋
画
三
点
と
、
晄
一
郎

さ
ん
の
日
本
画
「
扉
」
（
八
一

年
院
展
出
品
）
が
寄
贈
さ
れ
た
。�

晄
一
郎
さ
ん
と
平
川
宗
信
法
学

部
長
が
親
し
く
、
寄
贈
が
実
現

し
た
。
寄
贈
さ
れ
た
四
点
は
、

法
学
部
棟
の
ホ
ー
ル
や
会
議
室

な
ど
に
架
け
ら
れ
た
。�

「
私
は
メ
ー
カ
ー
勤
め
の
経
験

が
あ
る
。
製
造
現
場
で
人
は
何

を
考
え
な
が
ら
働
い
て
い
る
の

か
。
そ
う
い
う
こ
と
を
し
っ
か

り
見
て
き
た
こ
と
が
現
在
の
私

の
ベ
ー
ス
に
な
っ
て
い
る
」�

「
こ
こ
数
年
、
日
本
の
Ｍ
＆
Ａ

市
場
は
大
き
く
成
長
し
、
活
性

化
し
て
い
る
。そ
の
な
か
、〝
企

業
価
値
〞
と
い
う
こ
と
が
問
わ

れ
て
い
る
よ
う
に
思
う
」�

「
企
業
価
値
と
い
う
の
は
、
会

社
の
有
形
・
無
形
の
資
産
を
使

っ
て
将
来
ど
れ
だ
け
の
お
金
を

産
む
可
能
性
が
あ
る
か
、
で
決

め
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
経
営
者

が
変
わ
る
と
事
業
計
画
や
そ
の

実
行
力
も
変
わ
り
、

結
果
的
に
産
み
出
す

金
額
は
変
わ
る
。
だ

か
ら
、
企
業
価
値
は

経
営
者
に
よ
っ
て
ほ

ぼ
決
定
す
る
」�

「
会
社
の
信
用
力
、

資
金
力
を
高
め
る
た
め
に
は
株

式
公
開
も
意
味
が
あ
る
。
一
方
、

情
報
開
示
を
続
け
る
こ
と
に
よ

る
デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。
そ
こ

で
、
状
況
に
合
わ
せ
て
、
公
開
、

非
公
開
、
再
上
場
と
、
株
式
市

場
を
行
っ
た
り
来
た
り
す
る
こ

と
も
必
要
だ
と
思
う
」�

「
重
要
な
の
は
、
い
い
会
社
に

し
た
い
と
願
う
経
営
者
と
、
そ

の
会
社
の
価
値
を
高
め
た
い
と

思
っ
て
投
資
す
る
株
主
が
い
る

こ
と
。
そ
し
て
会
社
の
価
値
が

高
ま
っ
た
恩
恵
を
利

害
関
係
者
で
分
け
る
。

そ
れ
が
健
全
な
会
社

の
姿
だ
。
そ
れ
は
、

日
本
経
済
を
も
健
全

に
す
る
は
ず
だ
」�

「
一
方
、
敵
対
的
買
収
が
話
題

に
な
る
昨
今
、
私
利
を
得
る
た

め
に
投
資
や
買
収
す
る
状
況
は

好
ま
し
く
思
え
な
い
。�

　
た
だ
、
非
効
率
的
な
経
営
者

が
い
る
会
社
を
よ
く
し
た
い
と

思
う
買
収
者
が
い
て
、
そ
の
買

収
者
が
従
業
員
等
の
サ
ポ
ー
ト

を
得
ら
れ
る
場
合
は
〝
善
な
る

敵
対
的
買
収
〞
に
な
り
得
る
」�

「
今
後
ま
だ
ま
だ
Ｍ
＆
Ａ
市
場

は
伸
び
る
と
予
測
さ
れ
る
。
そ

の
な
か
、
い
い
会
社
を
見
分
け

る
こ
と
は
大
切
だ
」�

「
い
い
会
社
の
基
本
は
、
人
事

考
課
が
き
ち
ん
と
さ
れ
て
い
て
、

従
業
員
の
や
る
気
が
維
持
で
き

て
い
る
こ
と
。
経
営
者
も
従
業

員
も
頑
張
っ
て
い
る
組
織
は
強

い
。
そ
う
い
う
会
社
に
投
資
し

た
い
も
の
だ
」�

（
２
月
24
日
・
名
古
屋
キ
ャ
ン

パ
ス
４
３
１
教
室
）�

　
梅
村
学
園
理
事
会
は
、
一
月

二
十
六
日
開
い
た
定
例
理
事
会

で
、
梅
村
光
久
評
議
員
を
理
事

長
補
佐
に
選
任
し
た
。�

　
学
園
法
人
本
部
規
程
の
一
部

を
改
正
、「
松
阪
法
人
本
部
分

室
に
理
事
長
補
佐
を
置
く
こ
と

が
で
き
る
」
と
定
め
た
条
項
に

基
づ
く
選
任
。
三
重
中
京
大
学

を
始
め
と
す
る
松
阪
キ
ャ
ン
パ

ス
の
責
任
者
と
し
て
理
事
長
を

補
佐
す
る
。
任
期
は
同
日
か
ら

四
年
間
。�

　
梅
村
光
久
理
事
長
補
佐
は
三

十
七
歳
。
筑
波
大
学
第
一
学
群

社
会
学
類
、
慶
応
義
塾
大
学
大

学
院
法
学

研
究
科
政

治
学
博
士

課
程
を
経�

て
、
松
阪

大
学
（
現

三
重
中
京
大
学
）教
員
と
な
り
、

〇
一
年
か
ら
助
教
授
。
〇
二
年

梅
村
学
園
評
議
員
。
〇
三
年
か

ら
二
年
間
三
重
中
学
校
長
、
〇

五
年
か
ら
三
重
高
校
長
（
三
月

末
退
任
予
定
）
。�

�
�
�
�
　作家は本学情報理工学部教授で、1960年代半ばにいち
早く創造活動の道具としてのコンピュータに着目し、メデ
ィアアートという未開分野を切り拓いたパイオニア的存在。�
�
�
�
�
　こんな人たちたしかにいるよねと、観客を思わずにやり
とさせる葉栗さんの人物彫刻は、現代の若者の姿をポップ
な感覚でユーモラスに表現した立体イラストレーション。�
�
�
�
�
　1970年代、「コンポラ（コンテンポラリー）写真」が
一世を風靡したことがある。その代表的写真家たちの「そ
の時」と「現在」（牛腸さんは83年に死去）を概観する。�

�
�
�
�
　作家で美術家の赤瀬川原平さん、美術家の秋山祐徳太子
さん、写真家の高梨豊さんによる定番写真展。今回はこの
シリーズの初心に戻って名古屋・尾張地区を撮影する。�
�
�
�
�
　室町時代の洛中洛外図を思わせる日本絵画のスタイルを
模した山口さんの画面では、過去・現在・未来が渾然とし
ている。今回はこの個展のための新作が用意される予定。�
�
�
�
�
�
　メディアアートという新しい芸術ジャンルを学んだ学生
たちがその成果を作品として問い、テクノロジーを利用し
た手法の多様性と表現の可能性を試みる。�

第73回�４月10日（月）～５月13日（土）�
幸村真佐男展� 【メディアアート】�

第74回�５月22日（月）～６月17日（土）�
葉栗剛展� 【木彫】�

第75回�６月26日（月）～７月29日（土）�

第76回�9月19日（火）～10月21日（土）�

第77回�10月30日（月）～11月25日（土）�

2007年2月（会期未定）�
distance 関口正夫・三浦和人・牛腸茂雄展� 【写真】�

ライカ同盟展� 【写真】�

山口晃展� 【絵画・インスタレーション】�

情報科学部メディア科学科卒業制作展�
大学院情報科学研究科メディア科学専攻修了制作展�

寄
贈
さ
れ
た
「
漁
村
の
丘
」

と
石
河
晄
一
郎
さ
ん（
右
）。

左
は
平
川
法
学
部
長�

野球�

梅村理事長補佐�

講
座
講
座�

講
座�

公
開
公
開�

公
開�

一橋大学大学院�
国際企業戦略研究科教授�

�佐山 展生さ　�　ん�

Ｍ＆Ａ新時代の　　�
　　　　　企業経営�

経済・経営シリーズ ●�51

松
阪
キ
ャ
ン
パ
ス
責
任
者�

梅
村
光
久
評
議
員�

名作など4点�
法学部に寄贈�

故
石
河 
彦
男
画
伯
の
子
息�

理
事
長�

補
佐
に�

※下記予定は変更する場合があります。�
※入場無料、日曜・祝日・中京大学休業日は休館�
※今年度から第２会場はなくなりました。�

Ｃ・スクエア�
06年度の開催予定�
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こ
の
ペ
ー
ジ
の
お
問
い
合
わ
せ
は
三
重
中
京
大
学（
　
０
５
９
８
―
２
９
―
１
１
２
２
）へ�

　
松
阪
キ
ャ
ン
パ
ス
隣
に
三
重

県
下
初
の
人
工
芝
球
場
「
梅
村

メ
モ
リ
ア
ル
フ
ィ
ー
ル
ド
」
が

ほ
ぼ
完
成
し
、
三
月
二
十
三
日
、

三
重
中
京
大
学
と
中
京
大
学
の

両
野
球
部
員
が
参
加
し
て
球
場

開
き
が
行
わ
れ
た
。�

　
新
球
場
は
、
左
翼
九
十
二
㍍
、

右
翼
九
十
一
㍍
、
中
堅
百
十
七

㍍
。
こ
れ
ま
で
は
「
梅
村
学
園

グ
ラ
ウ
ン
ド
」
と
し
て
、
主
に

大
学
野
球
部
や
三
重
中
・
高
校

が
練
習
や
授
業
で
使
っ
て
い
た
。

土
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
だ
っ
た
が
、

張
り
替
え
で
不
用
に
な
っ
た
ナ

ゴ
ヤ
ド
ー
ム
の
人
工
芝
を
無
償

で
譲
り
受
け
、
内
外
野
全
面
に

敷
設
し
た
。
ま
た
、
ベ
ン
チ
や

ブ
ル
ペ
ン
、
バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
、

ス
コ
ア
ボ
ー
ド
な
ど
の
付
帯
設

備
も
改
装
し
た
。�

　
球
場
名
は
、
人
工
芝
球
場
の

誕
生
を
待
ち
望
ん
で
い
た
故
梅

村
光
弘
副
総
長（
昨
年
十
一
月

三
日
死
去
）
を
し
の
ん
で
名
付

け
ら
れ
た
。�

　
大
学
野
球
部
の
大
河
賢
二
郎

監
督
は
「
大
学
野
球
の
東
海
大

会
や
全
国
大
会
の
舞
台
に
な
る

瑞
穂
球
場
や
神
宮
球
場
は
人
工

芝
。
土
と
で
は
球
筋
が
違
う
か

ら
、
普
段
か
ら
慣
れ
て
お
く
こ

と
が
で
き
て
あ
り
が
た
い
」
と

喜
ん
で
い
る
。�

　
体
育
会
・
文
化
会
と
学
生
セ

ン
タ
ー
共
催
の
「
第
一
回
リ
ー

ダ
ー
ズ
キ
ャ
ン
プ
」
が
二
月
十

三
日
、
本
部
棟
第
一
会
議
室
で

行
わ
れ
、
各
部
の
部
長
や
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー
ら
四
十
人
が
、
自
主

的
で
魅
力
的
な
部
活
動
の
あ
り

方
な
ど
に
つ
い
て
学
ん
だ
。�

　
体
育
会
と
文
化
会
合
わ
せ
て

二
十
四
の
部
が
一
堂
に
会
し
て

勉
強
す
る
の
は
初
め
て
。
グ
ル

ー
プ
討
論
で
リ
ー
ダ
ー
の
心
構

え
や
部
員
の
確
保
、
大
学
祭
の

運
営
方
法
な
ど
に
つ
い
て
意
見

を
交
換
し
た
。
今
後
も
合
同
総

会
を
開
い
た
り
、
協
議
の
場
を

作
り
、
活
発
な
部
活
動
に
向
け

て
協
力
し
て
い
く
こ
と
な
ど
を

申
し
合
わ
せ
た
。�

　
ま
た
、
松
阪
大
学
時
代
に
陸

上
部
主
務
だ
っ
た
奥
井
啓
仁
さ

ん
（
〇
四
年
度
卒
＝
非
常
勤
高

校
教
師
）
も
か
け
つ
け
、
学
生

セ
ン
タ
ー
に
任
せ
が
ち
だ
っ
た

在
学
時
代
を
反
省
し
て
「
自
分

た
ち
が
大
学
を
運
営
し
て
い
く

と
い
う
気
構
え
で
部
活
動
を
」

と
、
後
輩
た
ち
を
励
ま
し
た
。�

　
大
学
・
短
期
大
学
部
の
学
長

選
挙
を
一
月
十
一
日
に
行
い
、

佐
伯
富
樹
学
長
を
再
選
し
た
。

任
期
は
〇
六
年
四
月
か
ら
一
〇

年
三
月
三
十
一
日
ま
で
。�

　
佐
伯
学
長
は
六
十
四
歳
。
慶

応
義
塾
大
学
法
学
部
、
同
大
学

大
学
院
法
学
研
究
科
博
士
課
程

出
身
。
中
京
大
学
教
養
部
助
教

授
、
愛
知
県
立
大
学
外
国
語
学

部
助
教
授
、
三
重
大
学
人
文
学

部
教
授
、
同
大
学
大
学
院
人
文

社
会
科
学
研
究
科
教
授
な
ど
を

経
て
、
九
九
年
四
月
か
ら
松
阪

大
学（
現
三
重
中
京
大
学
）
教
授
。

〇
一
年
四
月
か
ら
翌
年
三
月
ま

で
同
大
学
地
域
社
会
研
究
所
長
、

〇
二
年
四
月
か
ら
翌
年
三
月
ま

で
同
大
学
政
策
学
部
長
。
〇
三

年
四
月
か
ら
現
職
。
研
究
分
野

は
国
際
法
。�

　
現
代
法
経
学
部
の
学
部
長
選

挙
を
二
月
八
日
に
行
い
、
佐
藤

昭
教
授
を
再
選
し
た
。
任
期
は

〇
六
年
四
月
一
日
か
ら
〇
八
年

三
月
三
十
一
日
ま
で
二
年
間
。�

　
佐
藤
学
部
長
は
五
十
六
歳
。

専
門
は
英
文
学
。�

　
佐
伯
富
樹
学
長
と
現
代
法
経

学
部
一
年
生
の
「
学
長
と
語
る

会
」
が
昨
年
十
二
月
、
八
日
間

に
わ
た
っ
て
本
部
棟
会
議
室
で

開
か
れ
た
。�

　
大
学
生
活
を
初
め
て
体
験
し

て
い
る
一
年
生
の
声
を
聞
き
、

学
内
の
改
革
・
改
善
に
役
立
て

る
の
が
目
的
。
全
員
に
呼
び
か

け
、
正
午
過
ぎ
か
ら
四
十
五
分

間
、
昼
食
を

食
べ
な
が
ら

語
り
合
っ
た
。

初
め
て
の
試

み
だ
っ
た
が
、

約
半
数
が
出
席
し
た
。�

　
資
格
取
得
講
座
に
つ
い
て
は
、

「
サ
ポ
ー
ト
が
し
っ
か
り
し
て

い
て
充
実
し
て
い
る
」
な
ど
と

話
し
、
七
割
強
が
資
格
取
得
を

目
指
し
て
い
る

こ
と
が
わ
か
っ

た
。
半
面
、「
授

業
が
う
る
さ
い
」

「
食
堂
の
メ
ニ

ュ
ー
が
少
な
い
」

な
ど
の
不
満
や

「
簿
記
の
授
業

に
つ
い
て
い
け

な
い
」
「
授
業

時
間
が
長
す
ぎ

る
」
な
ど
、
高

校
生
活
と
の
違

い
に
戸
惑
っ
て

い
る
一
年
生
も

多
か
っ
た
。�

佐伯学長（左上）と語り合う一年生�

自主的な部活動について学ぶリーダー�
�

工事がほぼ終了した人工芝球場�
�

佐伯学長�

佐藤学部長�

人工芝球場 完成へ�

中京大野球部も参加�
　　　  球場開き�

梅村メモリアルフィールド�

野球野球�野球�

佐
伯
富
樹
学
長
を
再
選�

任
期
は
四
月
か
ら
四
年
間�

佐
藤  

昭 

現
代
法�

経
学
部
長
も
再
選�

一
年
生
の〝
生
の
声
〞を
聞
く�

昼
食
共
に�

学
長
と
語
る
会�

体
育
会
・
文
化
会
が
合
同
で�

初
の 

リ
ー
ダ
ー
ズ
キ
ャ
ン
プ�

魅力ある部活動へ�

三重県
下�

初�
三重県

下�

初�

講
座�

公
開�

3月23日�
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フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
選

手
の
浅
田
真
央
さ
ん
（
名
古

屋
市
立
高
針
台
中
学
校
を
三

月
卒
業
）
〈
写
真
〉
が
、
本
学

附
属
中
京
高
校
の
推
薦
入
試

に
合
格
し
、
入
学
が
決
ま
っ

た
。�

　
浅
田
さ
ん
は
〇
五
年
の
世

界
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
権
に
優
勝
、

〇
六
年
三
月
の
同
選
手
権
も

二
位
に
入
っ
た
。�

　
シ
ニ
ア
で
も
好
成
績
を
挙

げ
て
お
り
、
十
二
月
の
グ
ラ

ン
プ
リ
シ
リ
ー
ズ
で
は
フ
ラ

ン
ス
杯
優
勝
、
フ
ァ
イ
ナ
ル

も
制
覇
。
年
齢
制
限
で
ト
リ

ノ
五
輪
に
出
場
で
き
な
か
っ

た
が
、
高
難
度
の
ト
リ
プ
ル

ア
ク
セ
ル
（
三
回
転
半
ジ
ャ

ン
プ
）
を
跳
び
、
四
年
後
の

バ
ン
ク
ー
バ
ー
五
輪
で
の
活

躍
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。�

　
一
月
に
北
海
道
苫
小
牧
市
で

開
か
れ
た
第
六
十
一
回
国
民
体

育
大
会
・
冬
季
大
会
の
成
年
女

子
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
都
道

府
県
別
対
抗
で
、
宮
本
亜
由
美

選
手
（
経
営
１
）
と
曽
根
美
樹

選
手
（
体
育
１
）
が
コ
ン
ビ
を

組
ん
だ
愛
知
県
が
初
優
勝
を
飾

っ
た
。�

　
個
人
総
合
で
も
宮
本
選
手
は

三
位
、
曽
根
選
手
は
五
位
に
入

賞
し
た
。�

◆�

　
両
選
手
は
第
七
十
八
回
日
本

学
生
氷
上
競
技
選
手
権
大
会（
一

月
、
北
海
道
帯
広
市
）
で
も
活

躍
、
一
部
女
子
で
曽
根
選
手
が

三
位
、
宮
本
選
手
が
四
位
入
賞

を
果
た
し
た
。�

　
全
日
本
ス
キ
ー
選
手
権
（
二

月
・
福
島
県
猪
苗
代
町
）
フ
リ

ー
ス
タ
イ
ル
競
技
の
女
子
デ
ュ

ア
ル
モ
ー
グ
ル
で
、
伊
藤
あ
づ

さ
選
手
（
体
育
２
）
が
三
年
ぶ

り
二
度
目
の
優
勝
を
飾
っ
た
。�

　
悪
天
候
の
た
め
決
勝
ラ
ウ
ン

ド
は
行
わ
れ
ず
、
予
選
の
結
果

で
順
位
が
決
ま
っ
た
。�

　
中
山
彰
規
体
育
学
部
教
授
は

三
月
四
日
、
豊
田
市
民
文
化
会

館
で
行
わ
れ
た
豊
田
市
制
五
十

五
周
年
記
念
式
典
で
、
同
市
の

特
別
功
労
賞
を
受
賞
し
た
。�

　
中
山
教
授
は
メ
キ
シ
コ
、
ミ

ュ
ン
ヘ
ン
両
五
輪
の
体
操
で
金

六
、
銀
二
、
銅
二
の
計
十
個
の

メ
ダ
ル
を
獲
得
す
る
な
ど
活
躍
、

〇
五
年
五
月
に
国
際
体
操
殿
堂

入
り
し
た
。
同
市
在
住
で
九
〇

年
代
初
め
か
ら
同
市
体
操
協
会

理
事
長
、
〇
〇
年
四
月
か
ら
同

会
長
を
務
め
て
い
る
。�

　
イ
タ
リ
ア
・
ト
リ
ノ
で
二
月

に
開
催
さ
れ
た
冬
季
五
輪
に
、

本
学
関
係
で
は
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ

ー
ト
・
シ
ョ
ー
ト
ト
ラ
ッ
ク
の

寺
尾
悟
選
手（
九
八
年
社
会
卒
・

ト
ヨ
タ
自
動
車
）
と
勅
使
川
原

郁
恵
選
手
（
〇
一
年
体
育
卒
・

赤
塚
）
の
同
窓
生
二
人
が
出
場

し
た
。�

　
四
大
会
連
続
出
場
の
寺
尾
選

手
は
五
百
、
千
、
千
五
百
㍍
と

五
千
㍍
リ
レ
ー
に
出
場
、
五
百           

㍍
で
六
位
に
入
賞
、
千
五
百
㍍

も
九
位
だ
っ
た
。
勅
使
川
原
選

手
は
千
五
百
㍍
に
出
場
、
惜
し

く
も
予
選
で
敗
退
し
た
。�

　
体
育
学
部
へ
の
今
春
入
学
が

決
ま
っ
て
い
る
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス

ケ
ー
ト
の
安
藤
美
姫
選
手（
附

属
中
京
高
校
）
と
フ
リ
ー
ス
タ

イ
ル
ス
キ
ー
・
モ
ー
グ
ル
の
伊

藤
み
き
選
手（
滋
賀
・
近
江
兄

弟
社
高
校
）も
出
場
。
安
藤
選

手
は
十
五
位
、
伊
藤
選
手
は
決

勝
に
進
み
、
二
十
位
だ
っ
た
。

両
選
手
と
も
四
年
後
の
バ
ン
ク

ー
バ
ー
五
輪
で
の
活
躍
が
期
待

さ
れ
る
。�

　
体
育
会
剣
道
部
が
創
部
五
十

周
年
を
迎
え
、
二
月
十
一
日
、

名
古
屋
観
光

ホ
テ
ル
で
記

念
行
事
を
催

し
た
。�

　
剣
道
部
は
、
本
学
が
中
京
短

期
大
学
と
し
て
開
学
し
た
五
四

年
（
昭
和
二
十
九
年
）
に
同
好

会
と
し
て
発
足
し
、
五
五
年
、

部
と
な
っ
た
。
東
海
（
女
子
）

学
生
に
男
子
は
五
十
二
大
会
中

四
十
一
回
、
女
子
も
二
十
八
大

会
中
二
十
五
回
優
勝
、
全
日
本

（
女
子
）
学
生
で
も
男
子
が
〇

三
年
に
準
優
勝
、
女
子
は
〇
四

年
に
二
度
目
の
優
勝
を
飾
る
な

ど
輝
か
し
い
成
績
を
誇
っ
て
い

る
。�

　
記
念
行
事
は
同
窓
生
で
つ
く

る
剣
友
会
（
会
員
約
千
人
）
と

の
共
催
。
会
員
を
中
心
に
二
百

二
十
人
が
参
加
し
、
小
川
英
次

学
長
と
湯
浅
景
元
体
育
学
部
教

授
の
記
念
講
演
の
後
、
記
念
式

典
、
パ
ー
テ
ィ
ー
を
行
っ
た
。�

　
記
念
式
典
で
は
物
故
者
追
悼

式
を
行
い
、
初
代
部
長
の
近
藤

利
雄
師
範
と
剣
友
会
初
代
会
長

の
高
橋
宗
男
名
誉
会
長
に
記
念

品
を
贈
っ
た
。
来
賓
と
し
て
全

日
本
学
生
剣
道
連
盟
の
橋
本
龍

太
郎
会
長
（
元
首
相
）
も
出
席

し
、
挨
拶
さ
れ
た
。�

　
剣
道
部
と
剣
友
会
は
「
五
十

周
年
記
念
誌
」〈
写
真
〉
を
発
刊

し
た
。�

　
編
集
委
員
会（
水
谷
好
助
編

集
委
員
長
）を
設
け
て
原
稿
を

集
め
、
Ａ
４
判
、
二
百
㌻
の
冊

子
を
五
百
部
作
成
し
た
。
剣
道

場
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
梅
村
清

明
初
代
理
事
長
の
書
「
尊
聞
行

知（
聞
く
こ
と
を
尊
び
、
知
る

と
こ
ろ
を
行
う
＝
礼
記
）」
の

額
や
思
い
出
の
写
真
な
ど
と
と

も
に
、
近
藤
利
雄
師

範
や
高
橋
宗
男
剣
友

会
名
誉
会
長
、
梅
村

清
弘
総
長
、
小
川
英

次
学
長
、
林
邦
夫
剣

道
部
部
長
ら
の
手
記

や
祝
辞
、
剣
友
会
員

ら
の
一
言
集
な
ど
を

掲
載
し
て
い
る
。�

　
お
問
い
合
わ
せ
は
剣
道
部
監

督
の
堀
山
健
治
体
育
学
部
教
授

（
　 

豊
田
キ
ャ
ン
パ
ス
代
表

〇
五
六
五
―
四
六
―
一
二
一
一
）

へ
。�

懐かしい顔が勢ぞろいした記念式典�
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